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八ヶ崎市民センター

10/17(木)にオープン

完成間近かな八ヶ崎市民センター

利
用
申
し
申
し
込
み
は
当
日
午
前
９
時
か
ら

市
内
十
七
番
目
の
市
民
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
八
ヶ
畸

市
民
セ
ン
タ
ー
が
、
1
0
月
1
7
日
困
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

多
目
的
ホ
ー
ル

・
会
議
室
・
な
が
い

き
室
（
ふ
ろ
付

き
）
・
図
書
館
分
館
な
ど
を
備
え
た
こ
の
市
民
セ
ン
タ

ー
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ふ
れ
あ
い
の
場
・
語
ら
い
の

場
と
な
る
施
設
で
す
。

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
や
社
会
教
育
活
動
な
ど
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

昨
年
の
９

月
か
ら
建
設
を
進

め
て
い
た
「
八
ヶ
崎
市
民
セ
ン

タ
ー
」
が
間
も
な
く
完
成
し

、

1
0月
1
7日
困
午
前
９
時
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。

八
ヶ
崎
市
民
セ
ン

タ
ー
は
、

八
ヶ
崎
中
央
土
地
区
画
整
理
地
内

の
閑
静
な
住
宅
地
の
中
に
あ
る

た
め
、
周
囲
の
住
宅
と
の
調
和

に
配
慮
し

、
屋
根
を
寄
せ
棟
風

に
し
た
り

、
緑
豊
か

な
八
ヶ
崎

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
シ
ン

ボ
ル
ツ

リ

ー
を
玄
関
前
に
植
栽
す
る
な

ど
、
工

夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
笑

建
物
は

、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
二

階
建
て
で

、
延

べ
床

面
積
は
九
四
三
・
九
九
平
方
片

と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
階
に
は
、

和
室
兼
茶

室
・
な
が
い
き
室
（
ふ

ろ
付
言

・
図
書
館
分
館
、
二

階
に
は
、
多
目
的
ホ
ー
ル
と
会

議
室
が
あ
り
ま
す
。

市
民
セ
ン
タ
ー
は

、
生
活
・

文
化
・
学
習
活
動
を
通
じ
、
地

域
の

皆
さ
ん
の
交
流
を
図
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
―
活
動
を
促
進

す

る

た
め

の

、
ふ

れ

あ
い

の

場
・

語

ら

い
の

場
で

す
。

ど

う

ぞ
、

お

気
軽

に

ご
利

用

く

だ

さ
い

。

利
用
時
間
…
午
前
９
時
～
午

後
９

時

休
館
日
・
・
・
毎
月
第
四
月
曜
日
、

年

末

年

始

使

用

料
金
・
・
卞

表

参

照

所

在

地
・一
八

ヶ
崎

六

六

九
―

一

（
八

ヶ
崎

中

央
土

地

区
画

整

理

地

内
二

七

街
区

一

号
）

、

案

内
図

参
照

電

話

番
号

＝
・｛
1
4
8－

６
６

６

７

番利
用
申
し
込
み
・
＝
1
0月
1
7日

湘
午
前
９

時
か
ら
、
印
鑑

を
持

参
し
て

、
直
接
、
八

ヶ
崎
市
民

セ
ン
タ
ー
の
窓
口
へ

黯

地
域
振
興
課
施
設
係

八
ヶ
崎
市
民
セ
ン
タ
ー
案
内
図

八ヶ崎市民センター使用料金表( １時間当たり)

施設名
昼 間

(午前9 時～午後5 時)

夜 間

(午後5時～9 時)

ホ ー ル 650円 850円

会 議 室 250円 350円

和室兼茶室 200円 250円

ながいき室 - 300円

市
立
図
書
館

八
ヶ
崎
分
館
も
同
時
に
開
館

1
0月
1
7日
、
八
ヶ
崎
市
民
セ

ン

タ
ー
の
オ

ー
プ
ン
と
同
時
に
、

市
内
十
八
番
目
の
市
立
図
書
館

分
館
と
し
て
、
八
ヶ
崎
分
館
が

開
館
し
ま
す
。

市
民
セ
ン

タ
ー
内
一
階
に
あ

り
、
床
面
積
は
九
三
・
一
八
平

方
片
で

す
。

蔵
書
収
容
能
力
は
、
約
一
万

八
千
冊
で

、
開
館
時
に
は
約
一

万

一
千
冊
の
新
し
い
図
書
を
用

意
し
ま
す
。
ま
た
、
机
付
き
の

読
書
席
九
席
、
ベ
ン
チ
四
席
を

設
置
し
ま
し
た
。

読
書
や
簡
単
な
調

べ
物
な
ど

に
、
地
域
の
分
館
と
し
て

ご
利

用
く
だ
さ
い
。

本
館
・
移
動
図
書
館
車
「
み

ど
り
号
」
・
市
内
の
他
の
分
館

を
す
で
に
利
用
し
て
い
る
人
は
、

お
手
持
ち
の
「
図
書
館
利
用

カ

ー
ド
」
が
そ
の
ま
ま
使
え
ま
す
。

初
め
て
の
人
に
は
、
利
用

カ

ー
ド
を
そ
の
場
で
作
り
ま
す
。

本
の
貸
し
出
し
は
、
一
人
五

冊
・
二
週
間
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。
開
館
時
間
・
＝
午
前
９

時
3
0分

～

午
後
５

時

休
館
日
・
＝
毎
週
月
曜
日

、
月

末
、
祝
日
、
年
末
年
始

電
話
番
号
・・
畄
4
8－
6
6
3

6
番

み

ど
り

号

巡

回

駐

車

場

の

廃

止

八
ヶ
崎
分
館
の
開
館
に

伴
い
、

み
ど
り
号
巡
回
駐
車
場
「
八
ヶ

崎
新
町
会
館
」
は
、
1
0月
1
5日

㈹
で
廃
止
に
な
り
ま
す
。
ご
利

用
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

黷

市
立
図
書
館
｀
6
5－
5
1
1

5
番

市民運動会

スポーツの秋さわやかな汗を

今年も市内各地で市民運動会（第20回）が、開催されます。

皆さんの参加をお待ちしています。

蠢スポーツ課063-9241 番

地区名 日 時 会 場 種 目 問い合わせ

本庁

10/10R

午前９時がら

雨天10/13(1日)

南部小 運動会種目
松浦

き61-9300

明第1・第2
10/10R
午前８時30分から

雨天10/20《日)

運動公園

雨天古ヶ崎河川敷)

バレーボール

ほか

村松

1*64―2927

東 部
10/6C 日)
午前８時30分から

雨天10/13(1日)

第五中 運動会種目
山室

092-5352

馬 橋

11/40 休)

午前９時から
雨天11/10(1日)

八ヶ崎小・

第三中

ゲートボール

子供会運動会

小川

062-9249

常 盤 平
10/20(1日)
午前８時45分から
雨天10/271日)

金ヶ作小

運動会種目
小鴫

O87-3310

五 香 六 実
10/10R
午前９時から

雨天10/13(日)

六実中央公園
石井

S85-5288

常盤平団地
10/13(日)
午前９時30分から

雨天10/20(日〉

金ヶ作公園
団地自治会事務所

H88 ―9367

小 金
10/10(1祝)

午前８時30分から
雨天10/131日)

小金北小

(雨天殿平賀小)
グラウンドゴ

ルフほか

中山

合4卜5261

小 金 原
10/6( 日)
午前８時30分から
雨天10/1〔羝)

栗ヶ沢中 運動会種目
高橋

Q87-ｱｱ24

新 松 戸
10/10 倪
午前９時から 新松戸南中

グラウンドゴ

ルフほか

萩原

き∠11一朗13

わたしの夢

高見浩輔くん（高木小学校3年）

ぼくの夢は、もけい作りの人になることで

す。ぼくは、小さいころから図工が大すきだ

し、ひ行きや船のもけいなどをたくさん作っ

て、てんじ会に出して多くの人に見てもらっ

て、よろこんでもらいたいからです。 模型を作っている浩輔くん

広報まつど

●発行 ／松戸市 ●編集 ／広聴部広報課 〒271 松戸市根本387-5

●発行日 ／毎月５日・20日



第７６４号

男女共同参加社会の実現をめざして

藤工男女が平等に支え合う、生き生きとした社会を

社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
へ

、
女
性
が
進
出
し
て

い
る
現
代
で
す
が
、
慣
習
や
社
会
通
念
に
よ
る
女
性

へ
の
偏
見
や
、
女
性
に
不
利
な
男
女
役
割
分
担
意
識

が
、
社
会
に
根
強
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

真
の
男
女
共
同
参
加
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
市

が
総
合
的
・
計
画
的
に
施
策
を
展
開
す
る
た
め
の
基

本
計
画
（
西
暦
二
〇
〇
〇
年
を
目
標
）
が
、
で
き
ま
し

た
。こ
の
計
画
の
意
識
改
革
・
環
境
整
備
・
推
進

体
制

の
三
つ
の
基
本
目
標
に
つ
い
て
、
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
計
画
に
基
づ
い
た
行
動
に
よ
り
、
男
女
が
支

え
合
い
、
平
等
に
参
加
す
る
社
会
を
実
現
し
ま
し
よ

う
。

意

識

改

革

男

女

平

等

観

の

意

識

づ

く

り

生
き

生
き
と
し

た
社
会
を
築

く
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り

が
、
性
の

違
い
を
認
め
合

い

、
男
女
が
互
い
に
尊
重
し

合

う
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
は

、
あ
ら

ゆ
る

機
会
を
通
じ
て

、
男
女
平

等
の

意
識
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

人

間
性

を

尊
重

し
た

教
育

と
、
幼
児
期
か
ら
の
一
貫
し
た

男
女
平
等
意
識
の
形
成
の
た
め
、

家
庭
・
学
校
・
社
会
で
の
正
し
い

教
育
の
理
解
と
推
進
を
図
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

あ

ら

ゆ

る
分

野

へ

の

男
女

共

同

参

加

の

促

進

社
会
の
変
化
に

伴
い

、
女
性

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
活
動

に

積
極
的
に
参
加
し

、
活
躍
し

て
き
て
い
ま

す
。

し
か
し
、
社
会
や
家
庭
で
は

性
に
よ
る
役
割
分
担
意
識
が
根

強
く
残
り
、
女
性
の
一
層
の
社

会
進
出
を
阻
む
大
き
な
要
因
に

な
っ
て
い

ま
す
。

そ
れ
ら

を
打
開
す
る
に
は

、

女
性
も
自
ら
責
任
を
持
っ
て

、

自
己
啓
発
し
な
が
ら
、
社
会
に

消
極
的
に

参
加
し
て
い
く
こ

と

が
大
切
で
す
が
、
男
性
も
意
識

を
変
え

、
男
女
平
等
を
基
礎
と

し
た
共
同
の
社
会
参
加
が
必
要

で

す
。
国
際
化
が
進
む
今

、
女
性
も

国
際
社
会
の
一
員
と
し
て

、
世

界
と
の
交
流
を
深
め
、
平
和
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
女

性
の

置
か
れ
た
状
況
の
改
善
を
図
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

母性は理解され、大切にされなければなりません（乳児の健診）

環

境

整

備

女

性

が

働

く

た

め

の

環

境

づ

く

り

男

女

雇
用

機

会

均

等
法

な

ど

に

よ

り
、
女

性
は

、
よ

う

や
く

労

働
の

分

野
で

も

大

き

な

役
割

を

果
た

し

つ

つ

あ

り

ま

す

が
、
そ

れ
で

も

、
女

性

が

能
力

を

生
か

し

き

っ

て

い

る

と
は

、
と
て

も

い

え

ま

せ

ん

。

特

に

、

女

性
の

就

職

希

望
者

の

た

め

に

は

、

社
会

情

勢
に

あ

っ

た

技

術

や
情

報

を

取

得
す

る

場
を

、
数
多

く

提

供
し

、
職

種
・

昇
進
・
業

務
分

担

な

ど
で

、
性
に

よ
る

労

働

条
件

の

差
別

が
な
い

よ
う

な

、
環

境

づ

く
り

を
し

て

い
か

な

け

れ

ば

な
り

ま

せ
ん

。

市
で

は

、
母

性

保
護
・
保

育

内

谷
の

充

実

や

、

働
き

や

す
い

職

場
環

境

と

労

働

条

件
の

向
上

を

目
指

し

、

仕

事
と

家

庭

を
両

立

で
き

る

社

会
環

境

の

整

備
を
し

て
い
き
ま

す
。

女

性

の

自

立

し

た

生

き

方

を

支

え

る

福

祉

家
庭
で
は

、
特
に
固
定
的
な

性
に
よ
る

役
割
分
担
意
識
が
残

っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
経
済
的
に
自
立
し

た
く
て
も
、
で

き
な
い
女
性
や
、

家
庭
生
活
に
お
い
て
自
立
し
な

い
男
性
を
生
む

状
況
に
、
つ
な

か

っ
て
い
ま
す
。

家
庭
で
は
、
そ
の
構
成
員
す
べ

て
が
、
互
い
の
人
格
を
尊
重
し
、

平
等
な
関
係
で
協
力
し
合
う
こ

と
が
必
要
で

す
。

市
で
は
、
家
庭
が
直
面
し
て

い

る

育
児
・
介
護
（
看
護
）
・
老

後
・
地
域
の
か
か
わ
り
に
対
し
、

福
祉
・
保
健
・
医

療
の
連
携
の
も

と
、
充
実
し
た
社
会
サ
ー
ビ
ス

を
確
立
し

、
家
庭
を
援
助
し
て

い
き
ま
す
。

母

性

保

護

と

健

康

づ

く

り

母
性
は
女
性
固
有
の
も
の
で

あ
る
と
同
時
に

、
次
世
代
へ
生

命
を
引
き
継
ぐ
重
要
な
も
の
で

す
。し
か
し
現
実
に
は
、
女
性
が

子
ど
も
を
産
む
と
い

う
理
由
だ

け
で
、
差
別
さ
れ
た
り
、
偏
見
を

持
た
れ
る
状
況
が
多
く
見
ら

れ

ま
す
。
母

性
の

意

味
を

深

く

認
識

し
、
尊
重
し
て
い

く
と
同
時
に
、

子
ど
も
が
健
康
に
育
つ
よ
う
、

母
性
保
護
・
母
子
保
健
の
施
策

を
充
実
さ
せ
る
こ
と

が
必
要
で

す
。市
で
は
、
男
女
が
心
身
と
も

に
健

康
で
、
生
き
が
い
を
持
っ

て
暮
ら
せ
る
健
康
都
市
を
目
指

し
、
「
健
康
は
自
分
で
つ

く
る
」

と
い

う
市
民
意
識
を
高
め
る
と

と
も
に

、
市
民
が
十
分
な
健
康

づ
く
り
を
で
き
る
よ
う
な
環
境

の
整
備
に
努
め
ま

す
。

女
性
行
動
計
画
策
定
記
念
講
演
会

ト
ー
り
＆
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
：
1
1
月
3
0日
出
午
後

１
時
3
0分
～
４
時

会
場
…
市
民
劇
場

講
演
…
「
私
か
で

あ
っ
た

女
性
た
ち
」
元
朝
日

新
聞
編

集
委
員
・

佐
藤
洋
子
氏

※
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
現
場

か
ら
見
た
女
性
た
ち
の
実

情
を
語
り
ま
す
。

コ
ン
サ
ー
ト
＝
・
オ
ペ
ラ
・

バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
ほ
か

費
用

…
無
料

寮
手
話
通
訳
・
保
育
（
二
歳
以

上
、
要
予
約
）
あ
り

醢

婦
人
担
当
室

も
っ
と
地
球
を
大
切
に

ク
リ
ン
ク
ル

ま
つ
り
開
催

市
で
は
、
昨
年
４
月
、
ご
み
を

減
ら
す
課
を
発
足
さ
せ

、
ご
み

減
量
の
必
要
性
を
強
く
市
民
の

皆
さ
ん
に
訴
え
て
き
ま
し

た
。

ご
み
減
量
を
、
さ
ら
に
広
め

る
た
め
、
「
ク
リ
ン

ク
ル
ま
つ

り
」
を
開
催
し
ま
す
。

減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル

機
器
の

展
示

や
楽
し
い
催
し

物
も
、
た

く
さ
ん
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

醋

ご
み
を
減
ら

す
課

山
本
コ

ウ
タ
ロ
ー
氏

会場 済 民 会館 期日:10月19 日出

時 間 内 容

午後1刪 吩 ～3時
山本コウタロー

ト ークショ ー

午後勁5分~勁35分 踊るごみ減らしショ ー

午後3時4竕~4眄
リ サイクル 家具･ 家電

製品無 料頒布抽選会

会場:クリーンセンター期日:ln月?n目側

時間 内 容

午

前

10

時

Ｓ

午

後

４

時

・施設内の体育館・温水プー

ルの無料開放

・子供映画会

・ミニSL

・スタンプラリー

・ふわふわ

(広場設置のおもちや)

・紙すき教室

・低公害車展示

・たから市

・工場見学会

・減量リサイクル機器の展示

・古本無料配布

・パネル展示

会場:市民劇場期日:10月22日(火)

時 間 内 容

午穏 册~扇勁 映画上映｢暮らしとｴﾈﾙｷﾞｰ｣

午揺 蹈~箍 分

講演「エネルギー・

環境問題について」

国際政治学者･ 舛添要一氏

鑵 衙分~誦珊

パネル討論会

｢エ ネルギ ー・環境

問題とライフスタ

イルを考える｣

パネリスト

国際政治学者・舛添要一氏

地球環境とごみ問題を
考える市民と議口の会
事務局長・藤田綾子氏

松戸市ごみを減らす課長
一色輝碓

学習院大学教授
田中靖政氏

牛

乳
パ
ッ

ク
の

回
収

各
支

所
で

も
ス

タ
ー
ト

1
0月
か
ら
各
支
所
で
牛
乳
パ

ッ
ク
の
回
収
が
始
ま
っ
て

い
ま

す
。市
内
八
つ
の

支
所
内
に
回
収

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
。
お
持
ち
い

た
だ
い
た
パ
ッ
ク
は
、
市
の
回

収
車
が
集
め
、
最
終
的
に
古
紙

と
し
て
再
生
さ
れ
ま
す
。

※
パ

″
ク
は
よ
く
洗
っ
て
乾
か

し
、
切
り
開
い
て
く
だ
さ
い
。

回
収
時
間
午
前
９

時
～
午
後

４
時
3
0分

黯
ご
み
を
減
ら
す
課

松戸市女
性行動計
画を策定



1991年(平成３年)10月５日

男女共同参加社会の実現をめざして

男性にとっても、家事は当然の仕事です

「
お
父
さ
ん
の
料
理
教
室
」
か
ら

推

進

体

制

女

性

行
動

計
画

推
進

体
制

の
充

実

男
女
共
同
参
加

社
会
の
実
現

に
向
け
て
、
松
戸
市
女
性
行
動

計
画
を
着
実
に

推
進
す
る
た
め

に
は
、
市
の

努
力
は
も
ち
ろ
ん
、

関
係
機
関
を
は
じ
め
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力

が
必
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
計
画
を
積
極
的
に
推
進

す
る
た
め
国
・
県
へ
の
働
き
か

け
は

も
ち
ろ
ん
、
庁
内
推
進
体

制
の

整
備
・
充
実
を
図
る
と
と

も
に

、
女
性
問
題
に

関
す
る
資

料
や
情
報
の
提
供
を
積
極
的
に

行
い
ま
す
。

市
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
と
手

を
携
え
て

、
男
女
平
等
社
会
の

実
現
に
向
け
て
努
力
を
し
て

い

き
ま
す
。

黯
婦
人

担
当
室

夫
と
そ
の
両
親
と
子
供
二
人
の
六
人
家
族
で
、
私

は
正
社
員
と
し
て
市
内
の
企
業
に
勤
め
て
い
ま
す
。

仕
事
の
場
で
は
、
女
性
の
甘
え
を
出
さ
な
い
よ
う

心
掛
け
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
て
勤
め
ら
れ
る
の
も

家
族
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

家
事
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
男
性
は
、
あ
ま
り
協

力
的
で
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
ね
。

張りのある人生は、だれもの願い

松戸在勤

日高 素子さえ

市長の窓

新
聞
・
テ
レ
ビ
で

連
日
の

よ
う
に
報
道
さ
れ
、
ご
承
知

の
こ

と
と
存
じ
ま
す
が
、
台

風
十
八
号
の

集
中
豪
雨
に
よ

る
影

響
に
よ
っ
て
、
県
施
行

の
国
分
川
分
水
路
事
業
に
お

い
て

、
七
人
も
の
方
々
が
犠

牲
に
な
る
と
い
う
、
悲
惨
な

事
故

が
発
生
し
ま
し
た
。

犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の

御
冥

福
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上

げ
ま
す
。

松
戸
市
の
東
部
地
区
の
低

地
帯
を
流
れ
る
国
分
川
は
、

市
川

市
を
貫
流
す
る

真
間
川

の
上
流
に
当
た
り
、
和
名
ヶ

谷
・
大
橋
や
そ
の

周
辺
低
地

に
、
し

ば
し
ば
水
害
を
も
た

ら
し

た
ば
か
り
で

な
く
、
真

間
川
沿
岸
に
浸
水
被
害
を
も

た
ら
す
原
因
と
も
な
っ
て
い

ま
し
た
。

そ
こ

で
、
こ

れ
等
の
問
題

解
決
の
た
め
、
県
・
市
協
議
の

結
果
、
二
十
世
紀
が
丘
や
矢

切
の
台
地
を
ト
ン
ネ
ル
で
抜

き
、
国
分
川
の

水
を
直
接
江

戸
川
に
放
流
し
よ
う
と
計
画

さ
れ
た
の
で

す
。

今
か
ら

約
二
十
年
前
の
こ

と
で

す
。

松
戸

市
は
、
こ

の
事
業
を

市
の
治
水
事
業
の
重
点
事
業

と
し
、
国
お
よ
び
県
の
補
助

金
と
技
術
指
導
を
得
て

、
昭

和
四
十
八
年
度
か
ら
、
市
が

施
行
主
体
と
な
っ
て
着
手
し

た
も
の
で
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
事

業
は
、

①
大
変
高
度
な
技
術
を
要
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と

②
国
分
川
に

は
、
市
川
お
よ

び
鎌
ヶ
谷
の
市
域
か
ら
も

流
入
し
て

お
り

、
松
戸
市

域
の
み
な
ら

ず
、
真
間
川

の

水
害
解
消
に
も
大
い
に

貢

献
す
る
、
広
域
的
な
性

格
を
有
す
る
も
の
で

あ
る

こ
と

③
総
事
業
費
は
約
三
百
億
円

を
超
え
る
膨
大
な
も
の
と

予
定
さ
れ

、
市
の

財
政
力

で

進
め
る
に
は
無
理

が
あ

る
こ
と

な
ど
の
理
由
か
ら
、
市
は
県

施
行
の
事
業
に
切
り
替
え
る

よ
う
、
国
・
県
に
対
し
、
要
望

を
続
け
て
き
ま
し
た
。

そ
の

結
果
、
国
お
よ
び
県

の
ご
理
解
を
得
ら
れ
、
下
流

の
坂
川
（
矢
切
の
低
地

帯
）
の

改
修
工

事
は
松
戸
市
を
事
業

主
体
と
し

、
ト
ン
ネ
ル
エ
事

な
ど
は
県
が
事
業
主
体
と
な

り
、
昭
和
五
十
九
年
度
か
ら

は
総
合
治
水
対
策
特
定
河
川

事
業
と
し
て

、
そ
の
促
進
が

図
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

ト
ン

ネ
ル

部
分
の
延
長
は

二
千
五
百
五
十
五
肩
。
内
径

七
・
六
だ
の
馬
蹄
形

を
し
た
、

自
動
車
道
路
の
よ
う
に
大
き

な
も
の
で

す
。

県

事

業

と

な
っ

て

か
ら

は
、
国
の
補
助
金
も
大
幅
に

増
え

、
平
成
四

年
度
に
は
完

成
の
見
通
し
と
な
り
、
こ

れ

で
国
分
川
沿
岸
の

水
害
は
解

消
さ
れ
る
と
喜
ん
で
い
た
矢

先
の
、
今
回
の
事
故
発
生
と

な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

現

在
は

県

事

業
と

は

申

せ

、
も
と
も
と
は
松
戸
市
が

要
望
し
た
治
水
対
策
事
業
で

あ
り

ま
す
の
で
、
市
と
し
て

は
、
消
防
局
の
動
員
、
道
路
の

陥
没
に
よ
る
周
辺
住
民
の
避

難
、
避
難
所
の
開
設
な
ど
、
地

元
と
し
て
な
し
得
る
最
大
の

役
割
分
担
を
果
た
す
よ

う
、

努
め
ま
し
た
。

道
路
陥
没
付
近
の

住
民
の

方
々
に
は

、
よ
く
事
情
を
御

理
解
下
さ
れ
、
不
便
な
避
難

所
生
活
を
我
慢
し
て
い
た
だ

き
、
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。

犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
に

対
し
ま
し
て
、
重
ね
て

御
冥

福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
、
原
因
の
究
明
、
事
故

の
再
発
防
止
策
が
適
確
に

講

ぜ
ら
れ
、
事
業
の
目
的
が
達

成
で

き
ま
す
よ
う
、
願
つ
て

や
み
ま
せ
ん
。

国
分
川
分
水
路
事
業
に
つ
い
て

官
間
満
寿
雄

増水により、橋の通行も困難に（国分川。９月14日 撮影）

歯
を
大
切
に

歯
ブ
ラ
シ
は

は
み
出
し
た
ら
お
取
り
替
え

よ
く
、
歯
ブ
ラ

シ
は
毛
先

が
は
み
出
し
た
ら
取
り
替
え

ま
し

ょ
う
と
い
わ
れ
ま
す
。

な
ぜ
、
毛
先
が
は
み
出
し
た

歯
ブ
ラ

シ
は
、
取
り
替
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。
亀
の
子
た
わ
し
で

運
動
靴

を
洗
っ
た
経
験
は
、
ど
な
た

に
も
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。使
い

古
し
て
、
毛
が
寝
て

し
ま
っ
た
亀
の
子
た
わ
し
で

運
動
靴
を
洗
っ
た
と
き
は

、

毛
先
が
立
っ
て
い
る
新
品
の

亀
の
子
た

わ
し
で

洗
っ
た
と

き
よ
り
、
よ

ご
れ
落
ち
が
悪

か
っ
た
こ

と
を
思
い
出
し
て

く
だ
さ
い

。

た
わ
し
の
毛
先
が
き
か
な

く
な
っ
て
い
る
か
ら
で

す
ね

歯
磨
き
の
基
本
は
、
歯
ブ

ラ
シ
の
毛
先
で

歯
に
つ
い
た

汚
れ
を
こ

す
り
落
と
す
こ
と

で

す
。
た
わ
し
で

運
動
靴
を

洗
う
こ
と
と
、
基
本
的
に
は

同
じ
で
す
。

で

す
か
ら
、
毛
先

が
は
み

出
し
て
し
ま
っ
た
歯
ブ
ラ
シ

で

歯
を
磨
い
て
も
、
歯
ブ
ラ

シ
の

毛
の
脇
腹
が
歯
に
あ
た

っ
て
い
る
だ
け
で

、
歯
垢
を

よ
く
落
と
す
こ

と
は
で

き
ま

せ

ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
歯
肉
を

傷
つ

け
て
し
ま
う
こ

と
も
あ

り
ま
す
。

歯
ブ
ラ

シ
は
、
毛
先
が
命

な
の
で

す
。
で
す
か
ら
、
歯
ブ

ラ
シ
は
、
毛
先

が
は
み

出
し

た
ら
、
す
ぐ
に
取
り
替
え
る

べ
き
で
し

ょ
う
。

さ
あ
、
さ
っ
そ
く
家
族
み

ん
な
の
歯
ブ
ラ
シ
を
点
検
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
毛
先
が
は

み
出
し
た
歯
ブ
ラ
シ
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

（
松
戸

歯
科
医
師
会
）

松戸市女
性行動計
画を策定



第７６４号

10月 ５日(土)

６日(日)

松
戸
ま
つ
り
へ
ど
う
ぞ

楽
し
い
催
し
物
を
た
く
さ
ん
用
意

四
十
六
万
市
民
の
祭
典
・
第
十
八
回
松
戸
ま
っ
り
が
、
1
0

月
５
日
出
・
６
日
刪
の
二
日
間
に

わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま

す
。こ
ど
も
仮
装
パ
レ
ー
ド
・
音
楽
パ
レ
ー
ド
・
素
人
の
ど
自

慢
大
会
な
ど
、
楽
し
い
催
し
物
を
た
く
さ
ん
用
意
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
松
戸
マ
ラ
ソ
ン
も
行
わ
れ
、
に
ぎ
や
か

な
″
ま
つ
り
″
に
な
り
ま
す
。

日
時
…
1
0月
５
日
出
・
６
日

㈲
、
午
前
1
0時
～
午
後
４

時
3
0

分
会
揚
…
松
戸
駅
東
口
・
西
口

広
場
周
辺

催
し
物
・
＝
下

表
参
照

会
揚
と
交
通
規
制
・：
下
図
参

照

。
な
お
、
ま
つ
り
の
期
間
中

は

、
バ
ス
停
留
所
と
タ
ク
シ
ー

乗
り
場
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

黯
商
工

課
事
業
係

松

戸

駅

西

口
駐

車

場

が

営

業

休

止

し

ま

す

1
0月
４
日
廁
午
後
1
0時
～
７

日
興

午
前
８
時
3
0分
の

間
、
松

戸
駅
西

口
地
下
駐
車
場
の
営
業

を
休
止
し
ま
す
。
こ

の
期
間
中
、

車
の
出
し
入
れ
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い

。

黯
再
開
発
課

熱

い

声

援

を

松

戸

マ

ラ

ソ

ン

日

時

…
1
0
月
６

日

面

午

前
６

時
3
0
分

～

午

後
１

時

会

場
・
・・
商
工

会

議

所

先
の

江

戸

川

河

川

敷
～

松

戸

・

新
松

戸

間

の

産

業

道
路

（
北

松

戸
工

業

団

地
沿

い

）

交

通

規
制
・
：
江

戸
川

河

川

敷

＝

午

前
７

時
3
0
分
～

午

後
１

時

、

産

業

道
路
＝

午

前
９

時
3
0
分

～

］１１
時
2
0
分

（
商
工

会
議

所

前

か

ら

江

戸
川

土

手

ま
で

の

道

路

は

、

午

前
７

時

～

午
後

３

時

）

黯

第
1
0
回

松

戸
マ

ラ

ソ
ン

実
行

委
員

会

容
6
5－
0
2
3
4

番

交
通
規
制

・

催
し
物
の
ご
案
内

音楽パレードで熱演

６
日

５
出

６
日

５
山
６
日

５
田

６
臼

６
臼

５
出

５
出

５
山

６
Ｂ

期
日

西

口
公

園

伊

勢

丹

前

広

場

歩
行
者
天
国

（
Ｅ
Ｈ

Ｅ
）

特

設

靄
台

市

民
劇

場

松
戸
駅
周
辺

会

揚

０
公
園
緑
地
課
コ
ー
ナ
ー

‥・
太
鼓
演
奏

Ｏ
Ｆ
Ｕ
Ａ
Ｆ
Ｕ
Ａ
ア
ド
ベ
ン

チ
ヤ
ー

『
１１・
巣
箱
作
り

・
リ
昔
の
あ
そ
び

｛

ま
つ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化

基
金
コ
ー
ナ
ー

０
下
水
道
相
談
コ
ー
ナ
ー

っ
年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

愛
の
献
血

お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

‐‥・
バ

ザ

ー

ル

Ｏ

私

の

趣

味

の

店

り
ふ

る

さ

と

県

人

会

（
特
産
品
ど
の
販
売
）

０

く

ら

し

の

安

全

展

０

税

の

広

場

つ・
素
人
の
ど
自
慢
決
勝
大
会

０
こ
ど
も
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト

リ
バ
ン
ド
演
奏
ほ
か

０
ビ
ー
ト
き
よ
し
の
ダ
イ
ナ

マ
イ
ト
歌
合
戦

（
午
後
Ｏ
時
3
5分
）

０
バ
ン
ド
演
奏

・
青
空
演
奏
会

○
日
光
猿
軍
団

ｏ
農
産
物
品
評
会
と
即
売
会

ｏ
米
穀
消
費
拡
大
Ｐ
Ｒ
コ
ー

ナ
ー

０
音
楽
パ
レ
ー
ド

５
日
＝
午
後
１
時
4
5分
が
ら

６
日
＝
午
前
1
0眄
か
ら

催

し

物

５
圉

６
Ｂ

５
山

３
困
～
８
図

４
詢
～
６
Ｂ

５
出

６
剛

６
日

５
剛

５
山
６
日

６
日

５
山

５
田

６
日

期
日

松
戸
ま
つ
り

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

市
内
名
所

め

ぐ

り

伊
勢
丹
六
階

文
化
ホ
ー
ル

ふ
れ
あ
い

広
場

東
口
駅

前

広

場

松
戸
駅
西
口

周

辺

松
戸
駅
西
口

デ
ッ

キ
上

会

場

・
‥
ま
つ
り
当
日
の
写
真

松
戸
ま
つ
り
写
具
コ
ン
テ

ス
ト
の
詳
細
は
松
戸
観
光

協
会
へ

酋
剛
卜
３
１
１
８
番

う・
市

内

全

域

・
‥・
消

費

生

活

展

・
‥・
小

中

学

生

観

光

絵

画

展

０
古
本
市

０
フ
ラ
ワ
ー
セ
ー
ル

『
‥
青
果
物
大
廉
売

Ｃ
鮮
魚
大
廉
売

『
・
ダ
ン
ス
大
会

‥・
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り

リ
ロ
ツ
ク
バ
ン
ド
演
奏

‥・
歌
謡
シ
ョ
ー

〇

民

謡

パ

レ

ー

ド
（

午

前

１１

時

）

の

こ

ど

も

仮

装

パ

レ

ー

ド

（

午

前

１０

時
3
0
分

）

０
民
謡
パ
レ
ー
ド

（
午
前
1
1時
か
ら
）

ｎ
・
な

ん

で

も

相

談

コ

ー

ナ

ー

（

占

い

コ

ｊ

ナ

ー

）

ｏ

宅

地

建

物

相

談

コ

ー

ナ

ー

・
ぃ・
特

別

行

政

相

談

コ

ー

ナ

ー

ｏ

ご

み

減

ら
し

Ｐ

Ｒ
コ

ー
ナ

ー

・
り
ま

つ

ど

ま

つ

り

本

部

催

し

物

二

人

目

の

助

役

に

藤

澤

勇

氏

昨
年
1
2月
の
定
例
市
議
会
で

、

本
市
の
助
役
を
二
人
と
す
る
議

案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ

れ
に
基
づ
き
、
９
月
定
例
市
議

会
で
新
し
く
助
役
に
藤
澤
勇
氏

が
選
任
の
同
意
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
松
戸
市
の
助
役
は
、

川
崎
清
雄
氏
と
同
氏
の
二
人
と

な
り
ま
す
。

藤
澤
氏
は
昭
和
６

年
生
ま
れ
、

五
十
九
歳
。
昭
和
3
4年
市
役
所

に
入
所
以
来
、
市
長
公
室
長
、
教

育
委
員
会
管
理
部
長
、
市
立
病

院
事
務
局
長
、企
画
財
政
部
長
、

収
入

役
を
歴
任
し
ま
し
た

。

新

収

入

役

に

染

井

慶

介

氏

収
入

役
藤
澤
勇
氏
の
退
任
に

伴
い
、
後
任
に
染
井
慶
介
氏
が

選
任
の
同
意
を
受
け
ま
し
た
。

染
井
氏
は
昭
和
４

年
生
ま
れ
、

六
十
二
歳
。
昭
和
2
5年
市
役
所

に
入
所
以
来
、
市
長
公
室
長
、

総
務
部
長
、
鰰
松
戸
市
都
市
整

備
公
社
理
事
長

、
松
戸
市
土
地

開
発
公

社
理
事
長
、
水
道
事
業

管
理
者
を
歴
任
し

ま
し
た
。

監

査

委

員

に
加

藤

光

治

氏

監
査
委
員
高
田
守
氏
の
任
期

満
了
に

伴
い
、
後
任
に
加
藤
光

治
氏
が
選
任
の
同
意
を
受
け
ま

し
た
。
加
藤
氏
は
昭
和
７

年
生
ま
れ
、

五
十
九
歳
。
昭
和
2
7年
市
役
所

に
入
所
以
来
、
監
査

委
員
事
務

局
長
、
厚
生
部
長
を
歴
任
し

ま

し
た
。

機

構

改

革

に

よ

り

五

十

周

年

準

備

室

を

設

置

平
成
５

年
に
迎
え
る
市
制
施

行
五
十
周
年
の
記
念
事
業
を
充

実
さ
せ
る
た
め
、
秘
書
課
内
の

五
十
周
年
準
備
室
を
課
相
当
の

組
織
に
改
組
し
、
総
務
部
内
に

設
置
し
ま
し
た
。

市
議
会
９
月
定
例
会

助
役
・
収
入
役
を
選
任

藤澤助役

染井収入役

平成4年度私立幼稚園児募集
私立幼稚園連合会では、県内私立幼稚園と同様に園児を

募集します。市内幼稚園の園児受け入れには余裕がありま

す。期日を守って応募してください。

願書配布10月15日㈹から 願書受付11月１日吻から

黷各幼稚園または松戸市私立幼稚園連合会S68-6135

圜 名 所 在 地 電 話
聖ミカエル幼稚園 松戸1126 ６２－０４８４
清風幼稚園 馬橋2547 ４１－２４６９
矢切幼稚園 下矢切140 ６２－４５８６
常盤平幼稚園 常盤平2-21 ８７－５７２４
五香幼稚園 常盤平5峭 ８フープ１３３
東 漸 寺 幼 稚 園 小金359 ４１－０８５９
ひので幼稚園 常盤平ｱｰ18-2 ８フープ５フ８
中和倉幼稚園 中和倉168 ４１－１５０５
みやこ幼稚園 松戸新田516 ６フー3101
栴壇幼稚園 常盤平2-31-2 ８フー０８フ５
高木幼稚園 五香六実661 ８７－４８０９
あさひ幼稚園 五香六実ｱ46 ８７－６２５４
北部幼稚園 根本190 ６フー3121
高 塚 わ か ば 幼 稚 園 高塚新田144 ９２－２６８１
聖 徳 大 学 附 属 幼 稚 園 岩瀬531 ６８－６１３５
二三ヶ丘幼稚園 ニツ木1692 ４１－４５４８
松戸みどり幼稚園 仲井町1-32-1 ６２－６フ６１
むつみ幼稚園 六高台3嵋0 ８フー１フ０６
さつき幼稚園 金ヶ作憫5 ８７－フフ１５
大 勝 院 幼 稚 園 大谷口143 ４４－２１００
いわさき幼稚園 西馬橋2-6-23 ４２－８フ０６
松戸いずみ幼稚園 上本郷2794 ６３－３２８９
北松戸さつき幼稚園 北松戸3司 ６２－１フ４８
八 照 幼 稚 園 八ヶ≫1032-1 ４１－１１９２
干駄堀栴壇幼稚園 干駄堀1865 ４１－６８８２
本 源 寺 幼 稚 園 大橋766 ９１－８５９２
みやおか幼稚園 小金原3-11 ４１－６５６３
聖 徳 大 学 附 属 第 二 幼 稚 園 小金原7-14 ４１－６５９８
さかえ幼稚園 栄町4-252 ６１－０５３２
まるやま幼稚園 二十世紀が丘丸山町131 ６３－９５３フ
明和幼稚園 稔台812-1 ６３－４０１２
高塚幼稚園 高塚新田295-3 ９２－６９５５
八 柱 幼 稚 園 干駄.JS1485-15 ８５－２５５フ
牧 の 原 栴 壇 幼 稚 園 牧の原2慂 ８５－０９０フ
金ヶ作幼稚園 金ヶ作306 ８５－３０５０
がきのき幼稚園 三矢小台5-13-4 ６５－５６５６
北丘幼稚園 五香六実ｱ13-4 ８５－４３３５
新 松 戸 幼 稚 園 新松戸3-256 ４４－４１９９
第 二 か き の き 幼 稚 園 新松戸5-191 ４５－４フ２２
専 修 大 学 松 戸 幼 稚 園 上本郷2-3621 ６５－１８２１
い わ き き 第 二 幼 稚 園 旭町2-3〔}0 ４６－３１６４

第9回

ふ
れ

あ

い
広

場

松
戸
市
福
祉
大
会

1
0月
1
3日
側

市
民
会
館
で

バ
ザ
ー
、
折
り
紙
コ
ー
ナ
ー

お
も
ち
や
図
書
館

盆
お
と
り

バ
ザ
ー
、
パ
ネ
ル
展

ユ
ニ
ク
・
ダ
ン
ス

わ
ら
べ
う
た
遊
び

イ
ン
ト
ロ
あ
て
ク
イ
ズ

手
話
コ
ー
ナ
ー

朗
読
、
点
訳
コ
ー
ナ
ー

生
花
・
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ

カ
レ
上
フ
ィ
ズ
、
わ
た
菓
子
、

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
な
ど

パ
ネ
ル
展
示
、
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ッ
プ
、
ふ
れ
あ
い
電
話
、

作
業
体
験
、
バ
ザ
ー
、
ぬ
い
ぐ

る
み
と
写
真
を
撮
ろ
う
、
ク
フ

フ
ト
コ
ー
ナ
ー
、
身
障
者
用
自

動
車
展
示

ロ
ッ
ク
バ
ン

ド
演
奏

踊
り
、
歌
謡
、
ダ
ン
ス

手
品
、
声
帯
模
写

鼓

笛

講
演
「
家
族
と
は
」
講
師
小
林
千

登
勢
氏

式
典
（
福
祉
善
行
者
表
彰
）

内

容

階３ 階２
料

理

教

室

ホ

ワ

イ
エ

ホ

ー

ル

会
場

な
が

い

き
１

号

室

３
０
３
号
室

３
０
１

号
室

２
０
３

号
室

２
０
２
号
室

２
０
１
号
室

談

話

室

午
前
1
1時
3
0分
～
午
後
３
時

午
後
○
時
3
0分
Ｓ
１
時
3
0分

午
前
1
1時
3
0分
～
午
後
３
時

午
前
1
1時
3
0分
Ｓ
午
後
３
時

午
前
1
1時
3
0分
Ｓ
午
後
２
時

午
前
1
1時
3
0分
～
午
後
３
時

午
後
２
時
3
5分
～
３
時

午
後
２
時
５
分
～
２

時
3
5分

午
後
１
時
3
0分
～
２
時

午
後
１
時
1
0分
～
１
時
3
0分

午
前
1
0時
3
0分
～
正
午

午
前
９
時
4
0分
Ｓ
1
0時
3
0分

時

間

″
ポ
ス
タ
ー
展
を
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
儿

…一
月
８
日
㈹
～
1
3日
即

固
社
会
福
祉
協
議
会
四
６８
－

Ｏ

’り
０
３
番

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
温
水

プ
ー
ル
・
体
育
室
の

ご
利
用
を

〈
温
水
プ
ー
ル
〉
利
用
時
間

一
回
目
＝
午
前
９
時
～
幵一
時
、

二
回
目
＝
正

午
～
午
後
２

時
、

三
回
目
＝

午
後
３
時
～
５
時

使
用
料
一
般
四
百
円
、
中
学
生

以
下
百
円
（
各
二
時
間
）

〈
体
育
室
〉
利
用
時
間
午
前

９

時
～

午
後
９

時

使
用
料
普

通
使
用
＝
一
般
百
円

、
中
学
生

以
下
二
十
五
円
（
各
一
人
こ

時

間
）
、
専
用

使
用
＝
午
前
９

時

～
午
後
５
時
は
一
時
間
千
円
、

午
後
５
時
～
９

時
は
一
時
間
千

五
百
円

使
用
手
続
き
普
通
使

用
上

白
日

受
け
付
け
、
専
用
使

用
＝
毎
月
2
1日
か
ら
翌
月
一
ヵ

月
分
の

予
約
が
で

き
ま
す
。

※
プ
ー
ル

は
水
泳
帽
を
着
用
、

体
育
室
利
用
は
道
具
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い

。

休
館
日
…
毎
週
月
曜
日
（
た

だ
し
、
月
曜
日

が
祝
日
・
振
替
休

日
の
場
合
は
、
火
曜
日
が
休
館

と
な
り
ま
す
）

所
在
地
…
高
柳
新
田
三
七

黯
ク
リ

ー
ン
セ
ン

タ
ー
内
体
育

室
音
8
5－
7
1
0
0

番

都
市
計

画
公

園
の

変

更
案

を
縦

覧

期
間
９

月
3
0日
興
～
1
0月
1
4

日
側

縦
覧
場
所
公
園
緑
地
課

都
市

計
画
の

種
類

児

童
公

園

（
古
ヶ
崎
第
二
公
園
）

区
域
古

ヶ
崎
三
丁
目
の
一
部
の
区
域

醋
公
園
緑
地
課



1991年(平成３年)10月５日

平成4年度の固定資産税・都市計画税

制度が変わります

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
平
成
４
年
度
以

降
、
市
街
化
区
域
農
地
の
固
定
資
産
税
と
都
市
計
画

税
の
課
税
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

農
地
が
都
市
計
画
上
「
保
全
す

る
農
地
」
と
「
宅

地
化
す
る
農
地
」
に
明
確
に
区
分
さ
れ
る
の
と
併
せ

て
、
従
来
の
長
期
営
農
継
続
農
地
制
度
が
、
平
成
３

年
度
限
り
で
廃
止
に
な
る
な
ど
、
市
街
化
区
域
内
の

農
地
の
土
地
利
用
上
の
条
件
に
よ
っ
て
、
税
制
の
取

り
扱
い
が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

長

期

営

農

継

続

農

地

制

度

の

廃

止

昭
和
5
7
年
度
に

創
設
さ
れ
た

長
期
営
農
継
続
農
地
制
度
は
、

平
成
３

年
度
限
り
で
廃
止
さ
れ

ま
す
。

昭
和
5
7年
度
に
認
定
を
受
け

た
農
地
だ
け
で

な
く
、
5
8年
度

以
降
に
長
期
営
農
継
続
農
地
の

認
定

を
受

け
た

も
の

も

含
め

て

、
す
べ
て
の
長
期
営
農
継
続

農
地
に
つ
い
て

、
平
成
３

年
1
2

月
3
1日
ま
で

農
地
と
し
て

保
全

し
て
い

る
か
を
確
認
し
ま
す
。

農
地
と
し
て
の
保
全
が
確
認

さ
れ
た
も
の
は
、
そ
れ
ま
で
の

徴
収
猶
予
税
額
の
納
税
義
務
が

免
除
さ
れ
、
保
全
し
て
い
な
い

も
の
は
、
徴
収
猶
予
税
額
を
さ

か
の
ぼ
っ
て

徴
収
さ
れ
ま
す
。

保

全

す

る

農

地

へ

の

課

税

生
産
緑
地
法
の
改
正
に
よ
り
、

転
用
制
度
の
強
化
等
の
措
置

が

講
じ
ら
れ
た
生
産
緑
地
地
区
の

農
地
（
改
正
後
の
生
産
緑
地
地

区
の

農
地
と
み
な
さ
れ
る
改
正

前
の

生
産
緑
地
法
の

規
定
に
よ

る
第
一
種
生
産
緑
地
地
区
及
び

第
二

種
生
産
緑
地
地
区
の
震
地

を
含
む
）
お
よ
び
、
市
街
化
調
整

区
域
に
編
入
さ
れ
た

農
地
に
つ

い
て
は
、
一
般
農
地
と
し
て
評

価
・
課
税
さ
れ
ま
す
。

こ

の
場
合
、
市
街
化
区
域
農

地
の
う
ち
、
平

成
４

年
度
の

賦

課
期
日
（
４

年
１
月
１
日

）に

生

産
緑
地
地
区
の

農
地
で

な
い

も

の

に

つ

い
て

は

、
平

成
４

年
度

当

初

は

宅

地

並
み

課
税
に

な
り

ま
す

。
賦

課

期
日

後

、
平

成
４

年

1
2月

末

ま
で

に

生

産

緑

地

に
指

定

さ
れ

た

農
地

に

な

っ

た

場
合

に

は

、
宅

地

並

み

課

税

が
な

か

っ
た
と
み
な
し
て
（
農
地
並
み

課

税

）
、
宅

地

並
み

課
税

額

と

農

地

並
み

課

税
額

と

の

差
額

が
減

額

さ

れ
ま

す

。

宅

地

化

す

る

農

地

へ

の

課

税

保

全

す

る

農

地
以

外

の

す

べ

て

の

市
街

化
区

域

農
地

に
つ

い

て

は

、
平

成
４

年

度
以

降

、
宅

地

並
み

課

税

（

宅

地
並

み

価

額
の

二

分

の

一

の

額

が

課
税

標

準

額

の

基
礎
）

に

な

り

ま

す
。

た

だ

し

、
宅

地

並

み

課

税
の

対
象

に

な

る

宅
地

化

す

る

農

地

に

は

、

次
の

よ

う

な

固

定

資
産

税
等
の

軽

減

措
置

が
あ

り

ま

す
。

宅

地

化

す

る

農

地

の

計

画

的

な

宅

地

化

等

の

た

め

の

措

置

①

宅

地
化

す

る

農

地
の

固

定

資

産
税

等

の

軽

減

措
置

市
街

化

区

域

農

地
の

所

有

者

が

、

印
平
成
３
年
４

月
１
日
か
ら
４

年
1
2月
3
1日
ま
で
に
計
画
的

な
宅
地
化
の
た
め
の
手
続
き

（
開
発
許
可
の
申
請
等
）
を

開

始
し

、

口
平
成
４
年
４

月
１
日
か
ら
５

年
１
月
3
1日

ま
で
に

認
定
申

告
を
し
、
市
長
の

認
定
を
受

け
た
場
合
は
、
平

成
４
年
度

分

と
５
年
度
分
の

固
定
資
産

税
と
都
市
計
画

税
の
十
分
の

九
の
額
に
つ

き
徴
収
を
猶
予

さ
れ
、

㈲
平
成
３
年
４

月
１
日
か
ら
５

年
1
2月
3
1日
ま
で
に
開
発
行

為
の

許
可
、
そ
の
他
宅
地
化

の
た
め
の
計
画
策
定
等
が
な

さ
れ
、

口
平
成
４

年
４
月
１
日
か
ら
６

年
１
月
3
1日
ま
で
に
確
認
申

請
を
行
い

、
市
長
の
確
認
を

受
け
た
場
合
に
限
り
、
平
成

４

年
度
分
と
５
年
度
分

（
４

年
度
に

確
認
を
受
け
た
と
き

は
４

年
度
分
）
の
固
定
資
産

税
と
都
市
計
画
税
の
十
分
の

九
の

額
に
係
る
納
税
義
務
を

免
除
さ
れ
ま
す
。

姻
こ
の

納
税
義
務
の
免
除
措
置

を
受
け
た
土
地
に
つ
い
て
は
、

平

成
６
年
度
分

（
４
年
度
に

確
認
を
受
け
た
と
き
は

、
５

年
度
分
と
６

年
度
分
）
の
固

定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
の

十
分
の
九
の
額

が
減
額
さ
れ

ま
す
。

⑧
特
定
市
街
化
区
域
農
地

を
転

用
し
、
基
盤
整
備
を
伴
っ
て

新
築
し
た
貸
家
住
宅
及
び
そ

の
敷
地
に
係
る
固
定
資
産
税

の
軽
減
措
置
の
拡
充

特
定
市
街
化
区
域
農
地
の
所

有
者
等
ま
た
は
、
特
定
市
街
化

区
域
農
地
の
所

有
者
等
の
み
で

設
け
る
農
住
組
合
が
、
平
成
４

年
１

月
１
日
か
ら
幵一
年
1
2月
肌

日
ま
で
に

、
そ
の
特
定
市
街
化

区
域
農
地
を
転
用
し
て
一
定
の

貸
家
住
宅
を
新
築
し

、
現
に
貸

家
と
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の

貸
家
住
宅
の
敷
地
で
あ
る
土
地

が
、
良
好
な
居
住
環
境
の
整
備

の
た
め
の
公
共
施
設
の
整
備
が

行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
に

つ
き
市
長

が
認
め
た
場

合
に
限

り
、

罔

土

地
＝

平

成

６

年
1
2
月
3
1
日

ま
で

に

貸

家
住

宅

が

新

築
さ

れ

た

場

合
は

、

五

年

間
三

分

の

二

、
７

年
１

月
１

日

か

ら

一
1
1
1
1

年
1
2
月
3
1
日

ま
で

に

貸

家

住
宅

が
新

築
さ
れ
た

場
合

は
、

三

年

間

三

分
の

二

の

額

が

減

額

さ

れ
ま

す
。

口
家
屋
犬
最
初
の
五
年
間
は
四

分

の
三

、
そ

の

後
の

五

年
間

は

三
分

の

二

の

額

が

減
額

さ

れ
ま

す

。

黯

資

産
税

課

「
宅
地

化
Ｌ

そ
れ
と
も
「
保
全
」

市
街
化
区
域
内
農
地
の
意
向
調
査
を
実
施

市
で
は
、
市
街
化
区
域
内
の

農
地
を
対
象
と
し
て
、
都
市
計

画
上
「
宅
地
化
」
す
る

も
の
と
農

地
と
し
て
「
保
全
」
す
る
も
の
と

に
区
分
す
る
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。
対
象
に
な
る
農
地
は
、
市
内

に
六
百
五
十

鈔
ほ
ど
あ
り
、
約

四
予
人

が
該
当
し
ま

す
。

対
象
に
な
る
農
地
を
持
っ
て

い

る
人
に
は
、
９

月
上
旬
ま
で

に

、
区
分
の
意
向
の

確
認
の
た

め
の

調
査

票

を
配

布
し

ま
し

た
。調
査
票
に
必
要
事
項
を
記
入

の

う
え
、
早
急
に
調
査
票
（
市
返

送
用
）
を
返

送
し
て
く
だ
さ
い
。

さ
ら
に
、
直
接
調
査
票
の

内

容
に
つ
い
て
、
詳
し
く
お
伺
い

し
ま
す
の
で
、
調
査
票
（
本
人
控

え
用
）
を
持
参
し
て
、
指
定
の
日

時
に
ご
来
庁
く
だ
さ
る
よ

う
お

願
い
し
ま

す
。

今
回
は
、
調
査
対
象
者
が
大

勢
と
な

り
ま
す
の
で

、日

時
を

指

定
さ
せ

て

い
た

だ

き
ま

し

た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
該
当
す
る
市
街
化
区
域
内
農

地
を
持
っ
て
い
る
人
で
、
調

査
票
が
ま
だ
届
い
て
い
な
い

人
は

、
至
急
都
市
計
画
課
ま

で

ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

期

間
：
1
1
月
3
0
日

出

ま
で

（
調
査
票
に

指
定
し
た
日
時
に

ご
来
庁
く
だ
さ
い
）

会
場
…
市
役
所
本
館
二
階
大

会
議
室
ほ
か

黯
都
市
計
画
課
地
域
計
画
係

市 民 会 館

期 日 内 容 開演時間

10/6(1日) 松戸市文化祭民謡民舞大会 10 二0(〕

悩日） 松戸市福祉大会ふれあい広場 ９二40

16團 松戸市戦没者追悼式 14:00

19出 ご み減らしシンポジウム 13:C}(〕

26巾 カツパ座公演人形劇「花マル物語」 ☆ 14 二30

2咫） 松戸市文化祭合唱祭 10:00

11/380 松戸市文化祭民踊愛好会民踊大会 9:30

※月曜日は休館です。☆印のついている催し物は有料です。

鬩市民会館068-1237 ～9番

市民劇場

期 日 内 容 開演時間

10/1噸 ピアノ・テクニトーン発表会 10 二00

11窗 中央学院大学フォークソングコンサート 16:30

13(日) ピアノ発表会 13:00

1肺 カラオケ コンテスト ☆ 18:20

18廊 太田真季 平和コンサート ☆ 18:30

19圉 松戸名人会 13:30

20(日)
ピアノ発表会 14:00

ピアノ発表会 -

22(火) エネルギー問題シンポジウム 17:00

24困 グルーポ・アイマラ演奏会☆ 18:30

26(二L)
講 演 会 14 二00

カラォヶ教室発表会 -

27(日)
ピアノコンサート -

ピアノ・エレクト ーン発表会 -

29W 緑の講演会 13:O(〕

11/1R 声楽発表会 13:〔)0

２出 松戸市文化祭三曲発表会 10:00

３吩 松戸市文化祭奇術発表会 13:00

※月曜日は休館です。☆印のついている催し物は有料です。

黷市民劇場068-0070 番

松戸駅市民ギャラリー

期間 10月18日廊まで 10月19日田～11月1日脚 11月2 日(二L卜11 月15日廁

東ギャ
ラリー 久 保 昭

合成樹脂で作る

裸 婦 像 展

第３ 回

松戸ボタニカル

アート作品展

陶芸「須恵の会」

作 品 展

西ギャ
ラリー 露 松 院

ロー書道展

浅沼ファミリーと

仲間達展

第7回

Ｗ 展（洋画）

葬社会教育課成人教育係

文化ホールギャラリー

期 間 内 容

10/6(1日)まで 第26回松戸市小中学生観光絵画展

８(火)～13(日) 十回記念洋画木曜会展

8(火)～13(日) 第９回ふれあい広場ポスター展

17困～20(日) 青少年健全育成ポスタ 展

15(火卜20 日 松戸街と水辺の緑の写真展

22(火)～27(日) 元松戸一中体育教諭 坂田秀夫・絵画と写真展

24附～27(日) 中国鋼筆水彩画展

29(火)～11/390 第43回松戸市文化祭

休 館 日…月曜日・祝日・年末年始

開館時間…午前10時～午後６時(初日と最終日は変更もあります)

黯文化ホールS67-7810 番

寄
付
募

集

は
許

可
制

で
す

募
金

の
際

に
は
必

ず

申
請

を

市
内
で

寄
付
募
集
を
す
る
場

合
は
、
「
松
戸
市
寄
附
募
集
に
関

す
る
条
例
」
の
規
定
に

よ
り
、
募

金
の
申
請
を
し
、
市
の

許
可
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

祭
事
・
記
念
行
事
な
ど
の
資

金
ね
ん
出
の
た
め
の

募
金
や
、

街
頭
募
金
な
ど
、
多
数
の
人
に

金
銭
や

物
品
な
ど
の

提
供
を
促

す
行
為
は
、
す
べ
て
寄
付
募
集

行
為
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
行
為
を
行
う
場
合

は
、
必
ず
募
金
の
申
請
・
許
可
の

手
続
き
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

強
制
や
割
り
当
て
に
よ
る
寄

付
募
集
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

圜
総
務
部
庶
務
課

庶
務
係

松
戸

駅
市

民

ギ
ャ
ラ

リ

ー

利
用

受

け
付

け
と

説
明
会

1
0月
1
4日
㈲
午
後
６
時
3
0分

か
ら

会
場
市
役
所
議
会
棟
三

階
特
別
委
員
会
室

持
ち
物
筆

記
用

具
・
印
鑑

寮
平
成
４

年
１
月
上
旬
～
３

月

末
日
の
展
示
に
つ
い
て

、
利

用
の
受
け
付
け
を
し
ま
す
。

空
き
が
あ
る
場
合
に
は
、
1
0

月
1
6日
困
か
ら
社
会
教
育
課

で
電
話
受
け
付
け
し
ま
す
。

固
社
会
教
育
課
成
人
教
育
係

県

道
市

川
松

戸
線

の
一
部
が

拡
幅
さ
れ
ま
す

県
で
は
、
交
通
混
雑
解
消
と

歩
行

者
の
安
全
確
保
の
た
め
、

平
成
３
年
９

月
５
日
か
ら
1
0年

３
月
3
1日
ま
で
の
工
期
で

、
県

道
市
川
松
戸
線
（
国
道
６
号
線

か
ら
上
矢
切
交
差
点
先
ま
で
の

間
）
の
拡
幅
整
備
を
行
っ
て
い

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

固
県
東
葛
飾
都
市
計
画
事
務
所

S
0
4
7
1
－
6
7
1
1
2
0
1

杳
ま
た
は
市
役
所
街
路
課

1
0月
Ｈ

Ｂ
～
1
7
日

は

違
反

建

築
防
止

週
間

期

間
中

の

重
点

事

業
と

し

て
、
1
0月
1
4日
㈲
に
「
一
斉
公

開

建
築
パ
ト
ロ

ー
ル

」
を
実
施
し

ま
す
。

圜
建
築
指
導
課
指
導
係

坂
川

土
地

改
良

区

事

務
所

が
移

転
し

ま
し

た

移
転
先
栄
町
西
四
丁
目

二

五
〇
蠢
坂
川
土
地
改
良
区
事
務
所
昔

6
3
1
1
9乙（
‥り（
ｈ）番

千
葉
県

最
低

賃
金

が
改
正
に

1
0月
か
ら

次
の
よ
う
に

改
正

さ
れ
ま
し
た
。

日

額
四
千
四
百
二
十
円

時

間
額
五
百
五
十
三
円

茴
千
葉
労
働
基
準
局
賃
金
屎
容

0
4
7
2
1
5
4－
5
2
1
1

番

松

戸
市
中

小
企

業

融
資

制
度

融
資
対
象
市
内
に
営
業
所
を

有
し

、
一
年
以
上

引
き
続
き
同

一
事
業
を
営
み

、
市
税
を
完
納

し
て
い
る
こ

と

※
融
資
額
の
合
計
が
四
百
五
十

万
円
以
内
の
場
合
は

、
無
担

保
・
無
保

証
人
制
度

が
あ
り

ま
す
。

蠢
商
工
課
融
資
係

犬 運 転 資 金 設 備 資 金

融資限度額 500 万円 1,000 万円

返 済 期 間 ３年以内 ﾌ 年以内

融 資 利 率
１年以内 年6.0％3 年以内 年6.5%

7年以内 年6.7％

利子補給率
小 売 商 業 年3.26%

そ の 他 年1.26%

信用保証料
融資額50 万円以下 年0.55%

融資額1 〔)(〕
万円以下 年0.8%

融資額100 万円超 年1.0%

市街化区域農地の課税



第７６４ 号

ス
ポ
ー
ツ

スポーツ教室

講 座 名 日 時 会場 対象･定員 申 し 込 み

相撲教室

10/1090･12圉･13(日〉･

19(二L)･26U二)

土曜日＝午後3時～5時

日曜日、祝日＝

午前10時～正午

運動公園相撲場

小中学生

20人

10/900.正午までに

直接または電話で、

スポーツ課へ

サイクリング

教窒

10/27'日

※雨天の場合

11/4(B)

午前９時から

江戸川サイク

リ ングコース

(三郷有料橋下)

中学生以上

の初心者

50人

10/21側までに 直接

または電話で、スポ

ーツ課へ

水泳教窒

10/22W-～11/22c の

毎週火・金曜日

午後３時～５時

クリーンセン

ター温水プ ー

ル

一般市民

40人

10/16C*)!必着で、往

復 ハガキ で〒271

松戸市上本郷4434

スポーツ課へ

費用無料(サイクリング教室は昼食を持参)

鬩スポーツ課(運動公園内)S63 ―9241番

市

民

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

大

会

1
0月
2
0
日

収

午

前
９

時
～

午

後
５

時

会
場

小

金

原

体

育
館

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人
種
目
シ
ン
グ
ル
ス
費

用

ク

ラ

ブ

登

録
者

一
人

千

二
百

円

、

未
登

録

者
千

五

百

円

圃
1
0
月
１
１
一
日
窗
必
着
で
、
ハ
ガ

キ

に

ク

ラ

ブ

名
を

記

入

し
て

、

〒
聊

松

戸

市

中
和

倉

三

〇

四
‐

八
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
・
長
谷

川
(
0
4
1－
7
9
2
5

番

）

へ

軟

式

庭

球

・

秋

季

体

育

祭

い
1
1
1
1

一
月
４

囗
晞

午

前
８

時
3
0
分

受
け
付
け
、
９
時
開
始
会
場

栗

ヶ

沢

公

園

庭
球

場

対

象

市

内

在

住

・
在

勤

・
在

学

の
人

種
目
男
・
女
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ

の

ラ

ン

ク
別

費
用

一
チ

ー
ム

千

五

百

円

匣
1
0
月
1
8
日
（
金
）
ま
で
に
、
振

込
用
紙
で
軟
式
庭
球
連
盟
・
小

募
集
し
ま
す

個
人
市
政
見
学
会
参
加
者
募

集

日

時

无

…一
月
3
0
日

㈲

午
前
９

時

～

午

後
３

時
3
0
分

コ

ー

ス
・・・
市

役

所

（

集
合

）

～

健

康

増

進
セ

ン

タ

ー
～

消

防

訓

練

セ
ン

タ

ー
～
公

設

地
方

卸

売

市

場

北

部
市

場
～

小

金
原

市

民
セ
ン
タ
＾
（
昼
食
）
～
ク
リ
ー

ン

セ

ン

タ

ー
～

資

源
リ

サ
イ

ク

ル

セ
ン

タ

ー
～

市

役

所
（
解

散
）

定

員
・・
・
二

十

人

（

応

募
者

多

数

の

場

合
は

抽

選

）

費

用
・・・
無

料

声

仞

月
1
5
日

㈹

必

着
で

、
往

復

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電

話

番

号
を

記

入
し

（
一

人

一

枚
に
限
る
）
、
〒
ｍ
一
松
戸
市
根
本

三

八

七
－

五

松
戸

市

役

所
広

報

課

へ

市

内

民

間

保

育

園

職

員

募

集

職

種

保
母

・
調

理

員

（
パ

ー

ト

）

勤

務
地

市

内

民

間
保

育

園寮
市

内
の

保

育
園

に

勤
務

し

て

い
る
人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

圉
1
0
月
５

日

出

～
1
5
日

㈹

の

間

に

、

履
歴

書

を

〒
2
7
1松
戸

市

上

矢
切

一
一

〇

一
－

二

つ

ぼ

み

保

育

園

内
松

戸

市

保

育

園
協

議

会

事

務
局
（
公
6
8－
7
8
1
1

番

）

へ

市
立
保
育
所
臨
時
保
母
募
集

職
種
産
休
・

育
休
代
替
保
母

勤
務
時
間
午
前
８
時
3
0分
～
午

後
５

時
（
土
曜
日
は
午
後
Ｏ

時

3
0分
ま
で

・
午
前
ま
た
は
午
後

の
勤
務
可

）

黯
保
育
所
課
保
育
指
導
係

常
盤

平
学

童

保
育
園

指
導

員

募
集対
象
高
校
卒
業
以
上
で
子

供

の
好
き
な
、
四

十
五
歳
ま
で
の

人
・
若
干

名

聞
常
盤
平
学
童
保
育
園
昔
8
7－

2
6
7
0

番

松
戸

商
工

会
議

所
職

員
を

募

集
職
種
一
般
事
務

対
象
・
定
員

十
八
歳
～
二
十
五

歳
ぐ
ら
い
ま

で
の
人
（
来
春
卒
業
予
定
者
を

含
む
）
・
若
干

名

匣
履
歴
書
持
参
の
う
え
、
直
接

商
工
会
議
所
総
務
課
（
登
6
4－

3
1
1
1

番
）
へ

お
は

な
し

キ
ャ

ラ

バ
ン

ス

タ

ッ
フ
募

集

内

容
人
形
劇
や

紙
芝
居
の

製

作
と
上
演

対
象
十
八
～
四
十

歳
の
子
供
好
き
の
女

性
・
若
干

名

勤
務
毎
週
火
～
金
曜
日
の

午
前
９

時
～
午
後
５

時

待
遇

時
給
六
百
五
十
円
、
賞
与
、
交
通

費
支
給
、
社
会
保
険
有
り

面

接
1
0月
1
5日
㈹
午
前
1
0時
か
ら

匣
1
0
月
1
2日
（
土
）
ま
で

に

、
履

歴
書
（
写
真
添
付
）
と
作
文
「
お

は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
や
り
た

い
理

由
」（
四
百

字
詰
め
原
稿
用

紙
二

枚
）
を
直
接
ま
た
は
郵
送

で

、
〒
2
7
0松
戸
市

新
松
戸
南
二

－
二
鰰
松
戸
市
お
は
な
し
キ
ャ

ラ
バ
ン
（
音
４４
Ａ

ｏ

３
７
番
）

へ

生
き

が

い
福
祉

事
業

団
会

員

募
集対

象
健
康
で

働
く
意
欲
が
あ

り
、
自
分
の
経
験
や
能
力
を
生
か

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
六
十
歳

以
上
の
未
就
労
の
入

圃
写
真
と
印
鑑
を
持
っ
て
、
午
前

９
時
～
午
後
４
時
（
土
曜
日
は
午

後
Ｏ

時
3
0分
ま
で
）
の
間
に
、
左

表
の
各
施
設
へ

市立病院附属看護専門学校学生募集

地 区 名 受 付 場 所 受 付 日

松 戸 地 区 ながいき課 月～土

矢 切 地 区 矢切老人福祉センター

火～土東 部 地 区 東部老人福祉センター

馬 橋 地 区
馬橋市民センター

馬橇東市民センター 日･木を除く毎日

常 盤 平 地 区 常盤平老人福祉センター

火～土小金･小金原地区 小金原老人福祉センター

新 松 戸 地 区 新松戸市民センター

五 香六 実 地区 生きがい福祉事業団 月～土

圜
生
き
が
い
福
祉
事
業
団
登

8
4
－

３
１
０
″１
番

チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、

市主催の催し物です。

市

立

病

院

眼

科

外

来

が

休

診

に

1
0 月
1
8

日

窗

・
1
9
日

出

は

、

医

師

が

学

会

に

出

席

す

る

た

め

休

診

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

醴

市

立

病

院

眼

科

外

来

昔
6
3
－

ら／一
１

７

１

内

線
（
／
Ｉ`

Ｏ
ｎ

）
番

乳

幼
児
医

療

費
の

支
給

手
続

き

を対

象
市
内
に
住
ん
で
い
る
小

学
校
就
学
前
の
人
で
、
入
院
を

継
続
し
て
十
日
以
上
し
た
人

圏
健
康
管
理
課
庶
務
係

保

健

衛

生

三
歳
児

健
康

診

査

1
0月
８
日
・
1
5日
・
2
2日
の

各

火
曜
日
会
場
松
戸
保
健
所

対
象
昭
和
6
3年
６
月
１
日
～
3
0

日
生
ま
れ
の
幼
児

汰
該
当
に

な
っ
て
い
て

健
康
診

査
票
が
届
か
な
い
場
合
は

、

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
電
話
番
号
・

幼
児
氏

名
・
幼
児
生
年
月
日
・

保
護
者
氏
名
・
転
入
月
日
を

記
入
し
て

、
〒
2
7
1
松
戸
市
小

根
本
七
松
戸
保
健
所
三
歳
児

健
診
係
へ

黯
松
戸
保
健
所
保
健
指
導
課

容

6
1－

９
？
上
９
？
上
番

3
0代

か
ら
の

女

性
の

た
め

の

医

学
セ

ミ

ナ
ー

1
0月
1
6日
困
午
前
1
0時
～
正

午

会

場

明
市

民
セ
ン

タ

ー

対
象
三
十

歳
以
上
の
女
性
・
先

着
百
人

講
師
川

崎
協
同
病
院

副

院
長
・
野
末
悦
子
氏

匣
1
0月
1
4日
㈲
ま
で
に

、
電
話

で

健
康
管
理
課
松
戸
方
面
保
健

室
へ

愛
の
献
血

期 日 場所 時 間 主 催

10/腦
松戸まつり会場
(伊勢丹松戸店前)

午前IC跨～午後4時

松戸青年会議所

ﾌ側 松戸 市役 所

松 戸 市

胆 松戸 駅 東口
午前10&M1 時30分
と

午後１時～４時

蠢
健
康
管
理
課
業
務
係

期 日 内 容 時 間 講 師 会場

10/2沺
・自己紹介

・家庭看護の心構え

午後１時

～４時
保健婦

松戸
市保
健所

11/1c

・いざという時役立つ福祉制度

・家庭看護の実際「病室の整え方」

「床ずれの原因と予防」

8/ 働
・家庭看護の実際

｢ 寝床の清潔(実習)」｢老人の皮膚
の特徴と清潔(実習)｣

15/c
・特別養護老人ホーム

「緑風園」の見学実習
・老人の特徴について

午前９時30分

～午後３時

緑風園医師

小板橋和治氏

保健婦

緑風

園

22/剛
・高齢者の栄養と食事
｢調理実習と会食｣

・実年期の過ごし方

午前９時30分

～午後１時30分

栄養士

保健婦

松戸

保健

所

28/附

・家庭でのリ ハビリ

・虹の会(自主サークル)の紹介

・座談会

午後１時

～４時

理学療法士

虹の会

堺 光子氏

綿引とし氏

保健婦

定
員
先
着
三
十
人

（
男
性
歓

迎
）
匣
1
0
月
1
2
日
出
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
に

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
参
加
動

機
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市

小
根
本
七
松
戸
保
健
所
保
健
指

導
課
家
庭
看
護
教
室
担
当
（
容

6
1－
2
1
2
1

番
）
へ

まつど

今昔

写真館

小金町との合併

柏町などとの合併に反対した小金町民が陳情のため県庁へ

松戸市と小金町は、地理的にはもちろん、多方面で密接な関係が

あったため、合併は松戸町の市制計画当時から取り上げられていま

したが、実現には至っていませんでした。

昭和28年「町村合併促進法」の成立に刺激され、松戸市は小金町

合併実現に向けて動きだしました。

この時県は、小金町・柏町など４力町村を合併する計画を示しま

した。（Ｎ アページに続く）

倉

（

容
4
5－
0
8
9
9

番

）
へ

健

康

体

操

教

室

1
0月
1
8
日

～
1
1
月
2
2
日

の

毎

週

火
・
金
曜

日
〔
1
0
月
2
9
日

㈹

を

除

く
〕
、
午

後
１

時

～
２

時
3
0
分

会

揚

運
動

公

園

小

体
育

室

対

象

家
庭

婦

人

費
用

二

千

円

恵

電
話

で

、
さ

つ

き

会

・

佐

藤

6
8－
0
3
5
0

番
へ

市

民

剣

道

大

会

‥1
1
1
1

一
月

４

日

挧

午

前
９

時

か

ら

会

場

運
動

公

園

体

育
館

対

象

市
内

在
住

・
在

勤

・
在

学

の

人

費

用
五

百

円

内

容
全

剣

連

試

合

規

則
に

よ

る

個
人

戦

・
団

体

戦

（
五

人

）

圉
1
0
月
2
7
日

百

）
午

後

２

時
3
0

分

～
３

時

の

間
に

運
動

公

園

会

議

室
で

受

け

付
け

残

事
務

局

・

柳
田

。一一
4
4卜
8
5

2
9

番

課 程 看護科３年課程 准 看 護 科

募 集 人 員 各40人

願 書 受 付

平成4 年

V16( 木)～23(木)

平成４ 年

1/24( 金)～31(金)

午前９時～午後４時(土曜日は正午まで、日曜

日は除く)

試 験 日

一
次
平成４年2/2( 日) 平成４年2/17C 月)

一
一次
平成４年2/4( 火) 平成４年2/19( 水)

受 験 資 格
大学に入学資格のある

人

高等学校に入学資格の

ある人

麑市立 病院附 属看護専門学 校Q67-4444 番

家
庭
看
護
教
室



1991年(平成３年)10月５日

ご参加ください 情報
と

も
し

び
読

書
会

1
0月
1
7日
困
午
前
1
0時
～
正

午

会
場
婦
人
会
館

テ
キ
ス

ト
「
思
い
出
ト
ラ
ン

プ
」
向
田
邦

子
著

費
用
七
百
円

（
初
め
て

の
人
は
無
料
）

圉
電
話
で
松
岡
。。
4
1
－
1
9
8

7
番
へ

千

葉

県

リ

サ

イ

ク

ル

フ

ェ

ア
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出

品
募

集

1
0
月
2
6
日
出
〔
雨
天
中
止
）

会
場
ニ
ッ
ケ
コ
ル
ト
ン

プ
ラ

ザ

（
市
川
市
）

出
品
資
格
営
利
を

目
的
と
し
な
い
二
十
歳
以
上
の

個
人
お
よ
び
団
体

圉
1
0月
1
8日
窗
ま
で
に
、
電
話

で
消
費
生
活
課
消
費
生
活
係
へ

松

戸

史
談
会

・

八
ヶ

崎
と
上

総

内

文
化

財
史

跡
め
ぐ

り

1
0月
1
3日

賄
午
前
1
0時
馬
橋

駅
東
口
集
合
〔
雨
天
の
場
合
は

2
0日
㈲
に
延

期
〕

内
容
徒
歩

約
六
冫
肩
・
約
五
時
間
三
十
分

費
用
三
百
円
（
資
料
代
含
む
）

※
昼
食
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

嚶
当
日
集
合
場
所
で

黯
神
尾

容
4
1－
2
4
5
8

番

ワ
ン
デ
イ
ハ
イ
ク
紅
葉
の
秩

父

札

所

め

ぐ

り

１１
一
月
1
7
日

㈲

午

前
８

時

松

戸

駅

西
口

広

場

集

合
（
雨
天

決
行

）

費

用
二

千

三

百

円

（

片
道

交

通

費

・
保

険

料

な

ど

。
昼

食

は

持

参

）

定

員

先

着
六

十
入

国
1
0
月
７

日
照

か
ら

、
会

費

を

添
え

て

直

接

東

京

音
協

事

務

所

（

松

戸

商

工

会

館

二

階

・

昔

6
3－
4
3
7
4

番

）
へ

戦

没

者

追

悼

式

1
0月
1
6
日

困

、

受

付

午

後
１

時

か

ら

、

追

悼

式

午

後

２

時

～
３

時
3
0
分

会

場

市
民

会

館

羝
遺

族
の

方
に

は

案
内

状

を

お

送

り
し

ま

す

が

、
当

日

ま
で

に

届
か

な

い

場

合

、
ま

た

本

市
に

転

入

さ

れ

た
方

は

、

直

接

会

場
に

お
い

で

く

だ

さ
い

。

醴

援

護
課

社

会

係

講
座
・
講
演

市
民

講
座

日 時 テ ー マ 講師 会場 定員 費用

10/13'日

午後2 時～4 時

自然との対話

宮沢賢治

宮沢賢治の会

佐藤栄二氏
市

民

劇

場

先着

60人
無料

10/18・25・

11/8 の

各金曜日

午前1〔渤～正午

手づくり

絵本をつくる

絵本作家

牧島敏乃氏

先着

30人
5CX)円

10/27(1日〉

午前10時～正午
歌は
時代を語る

作家

加太こうじ氏

先着
60人
無料

匣
電

話
で
市
立
図
書
館

登
6
5－

｣
O
I
-
H
i
t

―
I
｣
Ｏ
番
ヘ

ペ

ン
習

字
の

基
本

と
手

紙
の

書

き
方

1
0月
2
0日
㈲
午
後
１
時
～
４

時

会
場
馬
橋
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用

千
五
百
円
（
テ
キ
ス
ト
代

含
む

）

圜
松
戸
灯
ペ
ン

習
字
サ
ー
ク
ル

・
辻

音
4
4－
8
9
7
3

番

秋

の
陶

芸
一
日

教
室

1
0月
2
4日
團
午
前
９

時
3
0分

～
1
1時
3
0分
、
午
後
２
時
～
４

時
の
い
ず
れ
か
一
回

会
場
陶

松
（
市

立
病
院
裏
）

費
用
五
百

円
（
陶
土
・
焼
き
代
別
）

定
員

各
先

着

十

二
人

圉

電

話
で

、

縄

文
土

器

を

作

る

会

・

小

堀

容
6
8－
7
7
2
6

番

へ園

芸

講

習

会

1
0月
1
4
日

㈲

午

後
２

時
～

４

時

会

場

運
動

公

園
会

議

室

講

師

千

葉

大
学

園

芸

学

部
・

渡

辺

重

吉

郎
氏

内

容

観
葉

植

物

と

鉢

花
の

ふ

や

し

方

費

用

無

料

定

員
先

着

八

十
人

圉
1
0
月

１１一
日

廁

ま
で

に

、
電

話

で

公

園

緑
地

課

緑
化

係

ヘ

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
講
習
会

①
1
0
月
1
7
日

出

・
％
一
日

團

、

②
1
0
月
1
8
日

窗
・
2
5日

廊

、
い

ず

れ
も
午
前
1
0
時
～
正
午
会
場

①

小
金

原

市

民
セ

ン

タ

ー
②

常

盤

平
市

民

セ
ン

タ

ー
別

館

費

用
二

日

間

で

二
千

五

百

円

（

材

料

費
込

み

）

黯

小

金

原
文

化

の

会

・

安
達

。

4
3
1
叭
）
８

Ｑ
″
８

番

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

機

器

操

作

購

習
会

1
0月
1
9
日

出

午

後
１

時
3
0
分

～
３

時
3
0
分

会

場

青
少

年

会

館

樋
野

口

分

館

対

象

高
校

生

以
上

の

男

女
・
先

着
二

十

人
（
三

十

歳

未
満

の

青

少

年
優

先

）

費
用

無

料

圉

電

話
で

青

少

年

会

館

本
館
｛
一一

4
4
1
8
5
5
6

番
へ

郷

土

歴

史

講

座

「
昔

の

風

習

を
学
ぼ
う
―
み
そ
作
り
を
体

験

し

よ
う

」

1
0月
1
3
日

旧

午
後

１

時
～

３

時

会
場

婦

人

会

館

対

象

大

人

（
保

護

者

同

伴
の

小

学

生
も

可

）

持

ち

物
エ

プ

ロ

ン
、
ビ
ニ

―
ル
手
袋

圉
電
話
で

文
化
ホ

ー
ル

豊
6
7－

7
8
1
0

番
へ

松

戸
市

①
排

水
設

備
工

事
責

任

技

術
者
・
②

配
管

責

任
者

の

講
習

会
と

試
験

講習会 10/31附午前９時3〔}分～午後２時30分

試 験

① (筆記511/フ附午前９時30分から

②
(筆記)11/フ困午後２時から

(実技311/10(1日)午前９時30分から

受験資格

①高等学校･旧制中学校以上の学校で衛生工学科（相当する

学科）を修めて卒業した人。引き続き５年以上排水設備工
事に従事した人

②引き続き３年以上排水設備工事に従事した人

費 用 受験料2,0(X)円( 市の収入証紙を申込晋に貼付)

閇10/2蛆卜2翩、午前９時～午後４時30分の間に､直接下水道部施設課普及係へ

催

し

物

矢

切

公

民

館

名

画

劇

場

「
太
陽

が

い
っ
ぱ

い
」

1
0月
2
7日
囲
午
後
１

時
3
0分

か
ら
会
場
矢
切
公
民
館
費

用
無
料

定
員
百
七
十
人

圃

直
接
ま
た
は
電
話
で
矢
切
公

民
館
容
6
8－
1
2
1
4

番
へ

陳
式

太
極

拳
演

武
会

1
0月
1
3日
収
午
前
1
0時
～
午

後
４
時

会
場
小
金
原
体
育
館

費
用
無
料

固
麗
太
極
拳
友
会
・
及
川
（
3
6
7

－
8
2
6
4

番

日
中

文

化
交

流
・

中
国

于

人

絵
画

松

戸
展

1
0月
2
5日
窗
～
2
7日
㈲
午
前

1
0時
～
午
後
６

時
（
2
7日
は
午

後
４

時
）

会
場
文
化
ホ
ー
ル

黷
長
谷
川
音
4
5－
8
1
7
3

番

劇

団

カ
ッ

パ
座

松
戸
公

演

「
花
ま

る
物
語
」

1
0月
2
6日
出
午
後
２

時
開
場

会
場
市
民
会
館

費
用
千
八
百

円
（
当
日

券
二
千
巴

固

松
戸

カ
ッ

パ

友
の

会
事

務

局
・
菅
波

容
6
8－
2
2
9
0

番

健
康

カ
ラ

オ

ケ
コ

ン
テ

ス
ト

1
0月
1
6日

困
午
後
６

時
3
0分

開
演

会
揚
市
民
劇
場

費
用

五
百
円

醋
健

康
カ
ラ
オ
ケ
普
及
会
・

冨

永
音
4
1－
3
6
2
3

番

松
戸

社
交

ダ
ン

ス
フ

ェ
ス

テ

ィ

バ

ル

1
0月
1
3日
㈲
午
後
３

時
3
0分

～
８

時
3
0分

会
場
運
動
公
園

体
育
館

費
用
一
人
五
百
円

圜
高
橋
公
4
3－
8
8
0
8

番

お
じ

い
ち

ゃ
ん

の
料

理
教

室

1
0月
2
9日
㈹
～
3
1日
團

、
午

前
1
0時
3
0分
～
午
後
１

時
3
0分

会
場
市
民
会
館

対
象
市
内
在

住
の
六
十
歳
以
上
の
男
性

定

員
先
着
三
十
人

費
用
無
料

圉
1
0月
1
5日
㈹
ま
で
に

、
電
話

で

市
社
会
福
祉
協
議
会
昔
6
8！

Ｏ
［
Ｄ
０
３
番
へ

新

松

戸

地

区

親

と

子

で

見

て

語

る

映

画

の

会

1
0月
1
9
日

出
午

後

１

時
3
0
分

～
４

時

会

場

新

松
戸

市
民

セ

ン

タ

ー

内

容
「
す
て

き
坂

」

「

陷
－
・
と

言

う
の

も
親

の

愛
」

対

象

児

童

生
徒

と

保

護
者

費

用
無
料

圜
少
年
セ
ン
タ

ー

喜

楽
家

バ

ザ
ー

1
0月
2
0日
㈲
正

午
～
午
後
２

時
会
場
喜
楽
家
（
馬
橋
二
九

八
六
）

※
バ
ザ
ー
へ
の

物
品
の
提
供
を

お
願
い
し
ま
す
。

黯
喜
楽
家
容
4
4－
9
9
5
1

番

（
月
曜
・
祝
日

を
除
く
午
前
９

時
～
午
後
５

時
）

小
ブ

ナ
釣

り
大

会

1
0月
1
3
日
照

午

前
６

時
松

戸
駅
改
札
口
集
合

行
き
先
霞

ヶ
浦
南
岸
競
技
方
法
一
般
は

総
重
量
、
中
学
生
以
下

は
尾
数

費
用
一
般
五
百
円

、
中
学
生
以

下
三
百
円

※
仕
掛
け

講
習
会
を
1
0月
1
0日

㈲
午
後
１
時
か
ら
婦
人
会
館

で
行
い
ま
す
。

蠢
松
戸
勤
労
者
つ
り
の

会
・
井

上
音
6
5－
8
2
6
0

番

お
知
ら
せ

実
の
な
る
木
の
あ
っ
せ
ん

モ
ッ
コ

ク

ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ

マ

ユ

ミ

ヒ
サ
カ
キ

ニ
シ
キ
ギ

ナ
ン
テ
ン

シ
ャ
リ
ン
バ
イ

ク
チ
ナ
シ

ガ
マ
ズ
ミ

イ
ヌ
ツ
ゲ

樹

種

名

五
百
五
十
円

四
百
円

五
百
五
十
円

三
百
五
十
円

五
百
五
十
円

五
百
五
十
円

‘
四
百
五
十
円

四
百
円

四
百
五
十
円

六
百
円

価

格

※
価

格

は
一

本

当

た

り
。

各

樹

木
と

も
高

さ
三

十

惣

～
六

〇

？

、

根
巻

ま

た
は

ポ

ッ
ト

物

対

象
引

き

渡
し

当

日

必

ず

取

り
に

来
ら

れ

る

人

引

き

渡
し

日

時

１１
一
月

２

日

出

午

前
1
0
時

～

午
後

４

時

引

き

渡
し

場

所

松
戸

駅

東

口

の

松
戸

中

央
公

園

（
岩
瀬
四
八
七
―
一
）

圉
1
0
月
1
5
日

㈹

〔
当

日

消
印

有

効
〕
ま
で
に
、
往
復
ﾊ
ガ
キ
に
希

望

樹

種

名
・
本
数
・
住

所
・
氏

名
・

電

話

番

号

を

記
入

し
て

（
返

信

ハ
ガ
キ
の
表
に
は
必
ず
住
所
・

氏

名

を

記
入

、
裏

に

は

何
も

書

か

な
い

で

く

だ

さ
い

）
、
〒
2
7
1松

戸

市
根

本

三

八
七
－

五

松

戸

市

役

所
公

園

緑

地

課
小

鳥

を

呼

ぶ

係
へ

再

生

自

転

車

を

販

売

受

付

日

時
1
0
月
1
8
日

廁

午
前

｡
9時

～

午

後
３

時

と
1
9
日

出

午

前

９

時

Å

１１一
時

抽

選

・
販

売

日

時
1
0
月
1
9
日

出

午

前
幵
一
時

か

ら

会

場

生
き

が
い

福
祉

セ

ン

タ

ー
（
金

ヶ
作

二

七
七
－

四

）

台

数
・
価
格

四

十

台
・
一

台
五

千

円

～

一
万

一
千

円

交
通

五

香

駅

東

口
か

ら

新

京

成

バ
ス

「
小

新

山
行

き
」
ま

た

は
「
柏

陵

高
校

行

き
」

で

、
新

栄

町
入

口
下

車

（
五

香

駅

午

前
９

時
2
1
分

・
3
0

分

、
1
0
時
４

分
発

あ

り

）

※

抽
選

日

当

日
（
1
9日

）
は

、

五

香
駅

東

口

午
前
1
0
時

発
の

事

業

団

マ

イ

ク
ロ

バ

ス

を

運
行

し

ま

す
（
迎
え

の

み

）
。

車
で

の

ご

来

場
は

ご
遠

慮

く

だ
さ

い

。

讖

生

き

が

い

福

祉

事

業

団

昔

8
4
1
3
1
ｑ
￥
１
番

小
金
小
学
校
で
は
集
会
も
（
二

枚
と
も

昭
和
2
8年
＝
清
水
さ
ん
提
供
）

これに対し、小金町民の多くは松戸市への合併を望んでおり、強

力な反対運動を展開し、松戸市も県への陳情を繰り返し、事態は紛

糾しました。

結局、小金町・柏町など４力町村は一担合併し、市制を施行した

後に（東葛市）、境界変更により、旧小金町を松戸市に編入するとい

うことで解決をみました。

昭和29年10月15日をもって小金町（一部を除く）との合併を実現

した、当時の市の人口は66,709人、面積60.94km'でした

緊急医療体制

健康保険証を忘れずに

◆夜間急病診療所(毎日)

午後8時~11時衛生会館内

……………H68-3756 番

◆待機病院(毎日)･ 午後5時～午前9時

テレホンサービス……………………S66-0010 番

◆緊急休日在宅当直医･午前9時～午後5時

テレ ホンサービス……………………H66-0010 番

◆休日土曜日夜間歯科診療所･午後8時～11時

衛生会館内……………………………Q65-3430 番

市役所・支所

連絡先

●市 役 所(66)1111

●常盤平支所(87)2131

●小 金 支 所(41)5101

●小金原支所(44)4151

●六 実 支 所(85)0113

●馬 橋 支 所(45)2131

●新松戸支所(43)5111

●矢 切 支 所(62)3181

●東 部 支 所(92)3061



第７６４号

第43回松戸市文化祭
国民文化祭協賛

みんなで参加しましょう
催しの部

行 事 名 期日 時 間 会 楊 団 体 名 連 絡 先

民謡民舞大会 10/6日 午前9時~午後ﾌ時 市民会館 松戸市民謡連盟 正田(87)4141

松戸市合唱祭 10/270午鰕 励~午後5時 市民会館 松戸市合唱連盟 福井(41)7671

三曲演奏会 11/2(1) 午割卜 午後5時珊 市民劇場 松戸市三曲協会 踝冢（88）7瓸

民踊愛好会

民踊大会

11/303

午前9時30分

~午後5時30分 市民会館

旭水会 旭水（44）刪9

松戸民踊連合会 田中（41）Z283

馬橋民踊連合会 恩田（41）3006

松戸市民踊教室 茅場（87）3261

松戸市婦人団体連絡会渡辺（91）ｱ071

俳句大会 午前1鴨~午後5時 市民会館301 松戸俳句会 上田（62）3822

邦楽会 午前9時~午後6時 市民会館303~瓱 松戸邦楽会 鈴木（6Z）1654

茶会 午前1働~午後3時 松雲亭 松戸茶道会 富樫（62）8483

奇術発表会 午後謫~4 時 市民劇場 松戸奇術会 岩田（62）2715

囲碁大会 11/4M)午前鴎 朏~午後ﾌ時 勤労会館 日本棋院松戸支部 中村（62）2202

小唄会

11/903

正午～午後4時30分 市民会館窕~305 松戸小唄会 島村（62）5286

日本古典舞踊大会 午前9時~午後ﾌ時 市民会館 松戸日本古典舞踊連盟小沼（68）9583

話し方ﾌｪｽﾃｨ ﾊﾞﾙ

11/100

午麒 黝~午後6時 市民会館201,202 松戸話し方友の会 小林（86）3710

吟詠の集い 午前9時~午後8畤 市民会館 松戸市吟詠連盟 岩渕（88）0693

郷土史研究会 午後鴨~4 時 市民劇場 松戸史談会 秋本(61)2411

謡曲と仕舞の会 午前9時册~午後脯 市民会館窕~3a5 松戸謡曲連盟 溝部（87）3462

短歌大会 正午~午後5時 市民会館301 松戸短歌会 冨田（41）0207

文化講演会 紊 1口 翩 午後俑~3 時 婦人会館 松戸ともしび読書会 大黒（44）28ZZ

市民社交ﾀﾞﾝｽ ﾊﾟｰﾃｨ 耒

11/170

午後3時~9時 常盤平市民ｾﾝﾀｰ 松戸市社交ﾀﾞﾝｽ 協会 清水（64）6362

日本舞踊大会 午前1勵~午後6時 市民会館

日本舞踊同好会 荒井（62）3581

松戸市芸能連合会 斉藤（87）1572

※文化講演会「ことぱ・コミュニケーション」講師立教大学助教授・阿部珠理氏

※市民社交ダン スパーティは整 理券 が必要です。希望 する人 は社会教育課 へ（10 月16日 以降）

展覧会の部

行 事 名 期 日 時 間 会 場 団 体 名 連 絡 先

盆 栽 展 10/29WM1/3M 午前9 時～午後5 時市民会館201 松戸盆栽愛好会 染谷(61)0401

写 真 展

10/3000―11/383 午㈲ 勁 ～午後6 時 文化ホール

松戸文化写真会 八嶋(62)3793

写真展 松戸市写真協会 斉藤(62)1屆

手芸ｲ乍品展 松戸市母子寡婦福祉会 吉田(6Z)5441

手芸作品展 松戸市婦人団体連絡会 渡辺(91)Z071

陶芸作品展 日本陶芸普及会 遠藤(62)3676

華 道 展 松戸華道協会 上田(62)3822

洋蘭展

11/1R～3呪

午前9 時～午後5 時 市民会館2 階ロビー松戸蘭友会 矢口(62)8871

常盤平総合文化展 午刪 勁 ～午後5 時 常盤平市民センター常盤平文化連合会 西川(86)朏6(〕

菊 花 展 10/27(1日卜11/3 冊 午前9 時～午後5 時 市民会館 ホワィエ 平松菊花会 君島(87)145C

蠢社会教育課市民文化係

ときわ南文化祭 常盤平体育館

内 容 期 日 時 問

日本舞踊・琴

新舞踊・民謡

ダンスほか

発表会 10/27(日)午前９時～午後４時

絵画･書道･生花

茶道・お点前

認証20 周 年記 念・盆栽 展示会

11月15 日囹 ～17 日(日)、午前 ９時～

午後５時 会場常盤平市民センター

烈 日本盆栽協会松戸支部支部長 ・眞

島087-1019 番

松 戸の原始 古代通 史展

11月 ３日帆)午 前９時～午後４時

会場下総史料館( 紙 敷911)

黷 下 総史料館fi92-2466 番

小金文化祭 小金市民センター

内 容 期 日 時 問

華道 10/26 《封

～27(日)
午前10時～午後４時

油絵

新舞踊・民踊

詩吟
10/26( ±)午前10時～午後５時

茶会

10/27日

午前10時～午後４時

日 本舞 踊 ・

長 唄

午後〇時30分
～午後５時

書道・あみ物

11/2C 土)

～３冊
午前10時～午後４時

俳画・墨絵

写真

千 代紙人形

押し絵・アートフ

ラワー･生け花など

日本舞踊
11/21 土)午前10時～午後４時

茶会

茶会

11/3 廊

午前1面 ～午後４時

社交ダ ンス
午後４時

～ ８時30分

稔台文化祭 稔台市民センター

内 容 期 日 時 間

書道・盆栽
10/25 廊

～2 咫 ）

午前９時～午後５時

油絵・水彩画

ペン 習字 10/31W
Ｓ

11/4 牀）
版画・水墨画

かな 文字

児童画

紙粘土
11/1c
～3圈

生け 花
11/2C 土)

～４ 牀)

太極拳の集い 10/27 旧）午前10時～正午

囲碁大会

会費1,000 円

(昼食 つき) 11/3 旧

午前10時～午後４時

(受付は午前９時

30分から)

茶道・お点 前 午前10時～午後３時

社交ダ ンス の夕 11/4 牀）午後６時～９時

新松戸文化祭 新松戸市民センター
内 容 期 日 時 問

ちぎり絵・陶芸・

手編･ﾃﾞｺﾊﾟｰｼﾞﾕほが

手工芸品の展示

10/25R

S

27(日)

午前９時～午後５時

(10/27 は午後４時

まで)生け花

茶会 午前10眄～午後４時

矢切公民館合同作品展

内 容 期 日 時 間

書道 ・七宝焼 ・
陶芸 ・鎌倉 彫・

桜
彫 ・川柳 一
華道 ・絵画 ・
木目 込人形 ほか

10/31困
Ｓ
11/600

午前９時～午後４時

小金原文化祭 小令原市民.センター

内 容 期 日 時 間

邦楽邦踊の会 10/27(日)

午後1 時～４時
吉武まつ子の

ソプラノ独唱

浜紫ひとり芝居

11/2(1)

手芸・書と花の

展覧会

11/300

～ ５(火)
午前９時～午後５時

各
地
域
の
文
化
祭

走 る 喜 び

小
さ
い
こ
ろ
か
ら

、
走
る
こ

と
が
好
き
だ

っ
た
。
で
も
、
足

の
速
い
友
達

が
い
た
た
め
、
い

つ
も
駆
け

っ
こ
は
二
番
。

小
学
生
に
な
っ
て

、
初
め
て

一
番
に
な
っ
た
と
き
の
う
れ
し

さ
。
そ
の
喜

び
が
き
っ
か
け
と

な

っ
て

、
陸
上
競
技
生
活
が
始

ま

っ
た
。

全
国
大
会
へ
の
出
場
は
、
小

学
生
の
と
き
か
ら
し
て
い
た
が
、

こ
の
８

月
、
宮
崎
市
で
行
わ
れ

た
全
日

本
中

学
校
選
抜
陸
上
競

技
大
会
で

、初
め
て

優
勝
。
二
百

び
2
2秒
０
０
の
記
録
は
、
県
大

会
の
2
1秒
８

（
県
の
中
学
校
記

録
）
に
は
及

ば
な
か
っ
た
も
の

の
、
満
足
で
き
る
も
の

だ
。

「
周
り
の
人
が
速
そ

う
な
人

た
ち
ば
か

り
だ
っ
た
の
で
、
と

っ
て
も
う
れ
し
か
っ
た
」
と
語

る
顔
は
、
屈
託
が
な
い

。

二
百
討
競
争
の

だ
い

ご
味
は
、

ラ
ス
ト
の
百
气
。
ス
タ
ー
ト
で

勝
負
が
決
ま
っ
て
し
ま
う
百

び

競
争
に
比

べ
て

、
駆
け
引
き
も

必
要

だ
。

「
前
を
走
っ
て
い
る
人
を
追

い
抜
く
瞬
間
が
好
き
」
な
こ

と

も
あ
っ
て
、
レ
ー
ス
は
ど
う
し

て
も
追
い
込
み
型
に
。
ゴ
ー
ル

前
の
接
戦
も
、
「
自
分
が
勝
つ

た
と
き
に
は
、
ど
ん
な
微
差
で

も
何
と
な
く
分
か
る
」
と
い
う
。

「
将
来
の
夢
は
、
世
界
陸
上

の
よ

う
な
大
き
な
大
会
に
出
場

す
る
こ
と
で
す
」

走
っ
て
い
る
と
い
つ

も
楽
し

い
と
い
う
有
馬

く
ん
に
と
っ
て
、

決
し
て
遠
い
夢
で
は
な
い
よ
う

に
思
え
る
。

（
新
松
戸
南
中

学
校
三
年
）

全日本中学校選抜陸上競技大会

男子共通200m 優勝

有馬義裕くん

国民文化祭

人形劇フェスティバル

事前公演を開催
日 時 内 容 会 場

10/60
正午 松戸市おはなしｷｬﾗ ﾊﾞﾝ

…人形劇まんまるﾊﾟﾝほか

伊蒭丹松戸店

前広場午後2時

20日
午後O時30分 聖徳大学児童文化研究部

伊勢丹松戸店

11階ｲﾚ ﾌﾞﾝ

ｽ ﾎﾟｯﾄ

午後2時30分 みさとんぼ…3びきのこぶた

27(日)

午後O時30分 土の子子供会…3ぴきのこぶた

午後2時30分
人形劇団ふうせん

…3ぴきのやぎのがらがらどん

ビ

デ

オ

・

写

真

撮

影

班

を

募

集

実

行

委

員
会
で

は

、
1
1
1
1

（
月
2
3

日

前

・
2
4
日

収

の

二
日

間

行

わ

れ

る
人
形

フ

ェ
ス

テ

ィ

バ
ル

を

記

録

（

ビ

デ
オ

と

写

真
）

す

る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

内

容
・・
・
市
内

八

会

場
・

十

二

ス

テ

ー

ジ
で

行

わ

れ

る
公

演

な

ど

の

撮
影

対

象

＝
・
ビ

デ
オ

カ
メ

ラ

（
Ｖ

Ｈ

Ｓ

）

、
ス

チ

ー
ル

カ
メ

ラ

を

持

っ
て

い

る
人

（

撮
影

用

テ

ー

プ
・
フ
ィ
ル
ム
は
、
用
意
し
ま
す
）

人

数

＝
・
各
十

五

人

程

度

圉
ハ
ガ
キ
で
〒
2
7
1
松
戸
市
松
戸

二

〇

六
〇

市
立

図

書

館
内

人

形

劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
松
戸
市
実

行

委

員
会

事

務
局

（

昔
6
5
1
5

1
1
5

番

）
へ

今
回
都
合
に
よ
り
「
こ

の
数
な
あ
に
Ｌ
「
ス
ナ
ッ

プ
シ
ョ
ッ
ト
」
は
、
休
載

し
ま
す
。


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8

